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調査区全景（東上空から）
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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、西向遺跡の調査成

果をまとめたものです。

西向遺跡は、山形県の西端に位置する鶴岡市中山地区に所在します。鶴岡市は日本有数

の稲作地帯である庄内地方に属し、北に隣接する酒田市とともに庄内地方の中心都市とし

て発展を続けています。

この度、一般県道三瀬水沢線道路改良工事及び二級河川降矢川臨時河川整備事業に伴い、

平成１４年度に西向遺跡の発掘調査を実施しました。

調査では縄文時代中期を主とした集落跡が確認され、竪穴住居跡などの遺構が多数発見

されました。出土した土器の多くは北陸地方の所産であることや、石器の一部は原産地が

信州方面であるなど、該期における人や物の交流・交易の様子が窺われる貴重な発見とな

りました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。

この祖先の足跡を学び、子孫へと伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。そ

の意味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及・学術研究・教育活動などの一助となれば

幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成１６年３月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



本書は、一般県道三瀬水沢線道路改良工事及び二級河川降矢川臨時河川整備事業に係る「西向遺跡」の

発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

調査は山形県庄内総合支庁経済部の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

出土遺物・調査記録類は、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管する。

調 査 要 項

にしむかい

遺 跡 名 西向 遺跡

遺 跡 番 号 平成１４年度登録
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山形県庄内総合支庁経済部河川砂防課
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主任調査研究員 伊藤 邦弘
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鶴岡市教育委員会



凡 例

１ 本書の作成・執筆は、須賀井新人が担当した。

２ 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（測地成果２０００）により、高さは海抜高で表す。また、方

位は座標北を表す。

３ 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

ＳＴ…竪穴住居 ＳＫ…土坑 ＳＸ…性格不明遺構

ＥＫ…住居内土坑 ＥＬ…炉 ＥＰ…柱穴・ピット

ＥＵ…土器埋設遺構 ＲＰ…登録土器 ＲＱ…登録石器

４ 遺構・遺物実測図の縮尺・網点等の用法は各図に示した。

５ 基本層序および遺構覆土の色調記載については、１９９７年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新

版基準土色帖」に拠った。

６ 発掘調査および本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力・ご助言をいただいた。（順不同、敬称略）

西野和秀、角張淳一、富樫泰時、佐藤禎宏

７ 委託業務は下記のとおりである。

基準点測量業務 株式会社榎本測量設計事務所

遺構写真実測業務 株式会社パスコ

打製石器実測業務 株式会社アルカ
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Ⅰ 調査の経緯

１ 調査に至る経過

西向遺跡は鶴岡市街地から約１２"南西の中山地区に所在するが、その存在は近年まで知られ

ておらず、発見の契機となったのは開発事業による掘削工事中であった。山形県土木部では、

平成１４年度に中山地内にかかる二級河川降矢川の河川整備事業と、右岸を平行して走る県道三

瀬水沢線の道路改良工事を進めていた。掘削の最中、事業担当者によって付近に土器片の散乱

が確認された。このため事業側は工事を一時中断し、その旨を県教育委員会へ報告し遺跡該当

の有無について照会がなされた。遺跡可能性地として把握していた文化財保護室では、これを

受けて平成１４年５月３０日に現地を確認、さらに６月３日に試掘調査を実施した結果、出土遺物

は縄文時代中期のもので土色変化による遺構も確認できたことから、新規発見の西向遺跡とし

て登録し開発にかかる遺跡範囲を確定した。その後、事業主体である庄内総合支庁建設部河川

砂防課並びに道路計画課と、遺跡の取り扱いについて協議がなされたが、事業着手途中での計

画変更および中止は困難であることから、発掘調査による記録保存で対応する結論に達した。

また、保護側は分布調査の結果を基に、調査期間として３ヶ月が必要なこと、事業側は工事の

一時中断が余儀なくされるため、当該年度で早期の調査を望む等の内容が確認された。

このような緊急を要する経過を踏まえ、調査実施機関である県埋蔵文化財センターでは、年

度計画の見直しや調査体制の調整を行った上で、調査依頼に対する受諾の回答および経費見積

りを提出した。開発部局担当者や鶴岡市教育委員会など、関係機関との事前打ち合わせ会を６

月２６日に開催し、調査期間や方法等の実施計画について協議、了承された。現地調査は７月１

日から９月２７日までの延べ８９日間、その後に記録・出土遺物等の整理を行って、平成１５年度に

報告書を刊行するものである。

２ 発掘調査の経過

７月１日～５日（第１週）：現地調査開始。機材搬入と鍬入れ式。調査区設定の後、雨によ

り１日遅れて４日から重機による表土除去。現地は杉林であったことから、重機の進行と併せ

て遺構確認面を傷めないように注意しながら抜根作業を行う。

７月８日～１２日（第２週）：９日に表土剥離終了。直後に台風６号の影響を受け、調査は２

日間休止。１２日に調査区西側より面整理開始。

７月１５日～１８日（第３週）：１６日まで台風７号による荒天で作業休止。１７日から面整理を再

開し、竪穴住居跡等のプランを検出。遺構覆土は土質が異なる黒色土と暗褐色土を認めたが、

前者は二次堆積の可能性あり。遺物は土器片のほか、石鏃・石箆などが出土。

７月２２日～２６日（第４週）：２２日に基準点を設置（業務委託）して２!方形単位のグリッド

設定。出土遺物は包含層扱いで順次取り上げる。面整理を繰り返して、黒色土を除去。

７月２９日～８月２日（第５週）：部分的に３回の面整理を経て、３０日に調査区全体の遺構検

Ⅰ 調査の経緯

調 査 原 因

１



Ⅰ 調査の経緯

事 業 者 側 の
職 員 研 修

表１ 調査工程表

出状況写真撮影を実施。終了後、調査区西側より検出遺構掘り下げ（半截）開始。並行して、

平板測量による遺構配置図作成。竪穴住居跡（ＳＴ９・１０）は検出面から５!程で床面に至り、

上部削平の観がある。

８月５日～９日（第６週）：遺構掘り下げ継続。住居跡は土層断面記録後、床面の精査を行っ

て、柱穴・炉跡等の検出作業。ＳＴ１２で複式炉が検出され、遺跡の主体時期以外の遺構と判明。

９日にはお盆休みに備え、調査区および事務所周辺の環境整備。

８月１９日～２３日（第７週）：遺構精査継続。調査区東半の検出遺構について着手。２０日の時

点で住居跡以外の土坑・ピットについては、半截および断面図作成終了。２１日に地元中山地区

の子ども育成会で遺跡見学。

８月２６日～３０日（第８週）：遺構掘り下げと並行し、調査区中央南半域の検出面を再精査。

長方形プランのＳＴ１３・１４を検出。２８日に事業主体者である庄内総合支庁建設部職員約２０名が

現地視察と研修のため来跡。

９月２日～５日（第９週）：住居跡床面精査、柱穴等の掘り下げ実施。ＳＴ１１床面一括出土

遺物の平面図作成。

９月９日～１３日（第１０週）：住居跡床面精査、柱穴等の掘り下げ継続。土層記録後は随時完

掘作業。床面レベルの低いＳＴ１１を除き、出土遺物量は少ない状況。

９月１７日～２１日（第１１週）：遺構精査継続。１９日に完掘状況の空中写真撮影（委託業務）。

２０日には鶴岡市上郷小学校児童４１名が遺跡見学。２１日に調査説明会開催、約１３０名の参加を得

た。

９月２４日～２７日（第１２週）：遺物取り上げと、ＳＴ１２複式炉の断ち割りを実施。２７日に機材

撤収して、現地調査を終了した。

月

作業内容
７ 月 ８ 月 ９ 月

表土除去

グリッド設定

面整理・遺構検出

遺構精査

記録（作図・写真）

写真測量（委託）

調査説明会

その他（環境整備等）
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Ⅱ 遺跡の概観

１ 立地と環境

遺跡の所在する鶴岡市三瀬地域は、出羽・朝日山地の西部に位置する低山地帯で、平野の割

合が少なく山地が多い地形と言える。庄内平野の南西域に当たり、大部分が中山性の山地から

成っている。水系では北東域の平野部が赤川（一級河川）水系に属しているが、それ以外の区

域は複数の二級河川水系となっている。山形県全体で１８ヶ所存在する二級河川水系のうち、南

接する温海地域と本地域において１５ヶ所を認めることができる。遺跡の北側を西流する降矢川

は、藤倉山に源を発して日本海へ注ぐ。

気候は日本海式気候の海洋型に属するため比較的寒暖の差が小さく、内陸部と比較すれば

夏・冬とも過ごし易い。降水量は秋期から冬期にかけて多い。日照時間は夏に長く冬で短い状

況を呈しており、この傾向は内陸部と比較してより顕著である。また、海岸部のため季節風の

影響を強く受け、特に冬期の北西風は時折視界を遮るほどの地吹雪をもたらす。

本遺跡は地形における地域区分（第２図）で、藤倉山中起伏山地の北麓に属する。北側は由

良坂小起伏山地となっており、これら山地の間に三瀬・降矢川によって形成された三瀬低地が

東西方向に細長く延びている。遺跡周辺の耕地土壌は腐植層がほとんどない灰色低地土で、２０

～３０!より下には砂礫層が出現する。土地は主に水田として利用されているが、下層が砂礫の

ために漏水や養分の溶脱が多く、生産力は低い状況である。

西向遺跡はＪＲ羽越本線三瀬駅の東方約２

#、中山地区の北西部に位置し、藤倉山北麓

域の降矢川左岸段丘上に立地する。舌状に張

り出した段丘面は標高６５"前後を測り、降矢

川南岸に開けた低地とは７～１３"程の比高差

を生じている。現在の地目は杉の植林地と

なっている。表層地質は河岸付近に形成され

る段丘堆積物と考えられ、開発事業に伴う段

丘掘削面の堆積層（第１図）は砂礫もしくは

砂層によって形成されており、所々に粘土層

を挟む状況が観察できた。

同一図幅に見られる遺跡の分布状況（第３

図）は、本遺跡同様に低地の外縁に当たる山

麓部に多くが確認されている。これらは立地

条件のひとつとなる河川沿いに分布する様相

が明らかである。また、山地が多くを占める

地形的要因から、各時代集落跡のほかに古代第１図 遺跡層序

Ⅱ 遺跡の概観
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Ⅱ 遺跡の概観

第２図 三瀬周辺の地形分類図（Ｓ＝１：５０，０００）
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の登窯跡、古代・中世の墳墓や経塚、中世の城館・寺院跡など散見されることがこの地域の特

徴と言えよう。

２ 周辺の遺跡

周辺遺跡の分布的概要を前述したが、その大半は昭和４９年に行われた埋蔵文化財包蔵地調査

等により、遺物の散布や地形あるいは文献等から存在が推定されたもので、発掘調査等によっ

て内容が具体的に判明した遺跡は若干数に限られる。

本遺跡の下流約９００!、三瀬下降矢に所在する御林Ａ遺跡は、畑地耕作中に出土した石刃か

ら後期旧石器に比定された遺跡である。他に、関根地区に所在し、熊野長峰の東方丘陵端に立

地する関根Ｄ’遺跡も同時期とされるが、表採遺物からの比定であり詳細は不明である。

縄文時代の遺跡は関根・田川地区を中心に点在しており、中期から晩期の年代が与えられて

いる。西目地区の荒倉山東方丘陵に位置する山口遺跡は、県道改良に伴う発掘調査が昭和６３年

に実施された。事業にかかる丘陵先端部の調査面積は２２㎡程と小規模なものであったが、土坑

３基を検出している。このうち２基は袋状の形態を呈すものである。遺物は復元可能な深鉢形

土器１点を含め、石匙・磨製石斧等が出土している。縄文土器は大木６式に比定されることか

ら、遺跡は縄文時代前期末葉の集落跡と位置付けられた（佐々木ほか１９８９）。その他、包蔵地

調査の際に縄文中期の大木７ｂ～９式に属す土器や、古墳・奈良時代の所産と考えられる土師

器の散布が確認されている。

三瀬宮の前の気比神社内に所在する宮の前遺跡は海岸砂丘縁辺部に立地し、弥生時代後期の

土器片が見つかっている。古墳時代の遺跡としては、庄内地方で唯一とされる菱津古墳の存在

が挙げられる。明治４３年に菱津字火打崎の丘陵突端部より、凝灰岩製の石棺が発見された。石

棺は現在も大山小学校に保管されており、「変形長持形組合式石棺」と呼称される。古墳時代

中期に盛行した長持形石棺の変形型と推測され、６世紀前半の年代が与えられた（川崎１９８０）。

古代では由良坂小起伏山地に点在する須恵器窯跡が注意され、これらは鶴岡市南西丘陵古窯

跡群と称される。これら窯跡の何基かは昭和３０年代、致道博物館や立正大学による発掘調査が

実施された。中でも１１基の登窯が存在する荒沢窯跡では、これまで５基について発掘調査が行

われている。昭和３３年に発掘調査された１号窯は全長１１!を超す窯体が確認され、同年に県史

跡の指定を受けるに至った。次いで昭和３７年には、立正大学が１号窯に並ぶ他の３基と、田川

地区に所在する大蔵台窯跡の調査を手掛けている。平成３年にはゴルフ場造成計画に伴い、鶴

岡市教育委員会が遺跡全体における窯跡の配置等を明らかにする目的での分布調査が行われ

た。その結果、以前の調査から９世紀初頭と考えられていた操業時期に対し、８世紀前葉に比

定できる土器も出土したことにより、当該期まで遡り得る窯跡が存在する可能性も指摘された

（秋保１９９２）。なお、その後の開発計画の断念により、本格的な発掘調査は行われていない。

中世に入ると、丘陵地形を利用した館跡・寺院跡や墳墓・経塚の造営が目に付くようになる。

本遺跡の西へ１"、楯の山の尾根上には鎌倉時代の館跡の存在が知られている。また、三瀬殿

田の八森山に所在する定福館跡は、江戸末期の文献「筆濃余理」の記事から、室町時代天文２

年頃の構築と推察されている。荒沢窯跡の南西約７００!に位置する玉林坊遺跡では、平成３年

に開発に先立つ分布調査が実施された。周辺地域には、荒倉山に通じる尾根つたいに山岳寺院

Ⅱ 遺跡の概観

御 林 Ａ 遺 跡

山 口 遺 跡

宮 の 前 遺 跡

菱 津 古 墳

荒 沢 窯 跡

玉 林 坊 遺 跡
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Ⅱ 遺跡の概観

第３図 遺跡位置図（国土地理院発行２万５千分の１地形図「三瀬」を１／２縮少して使用）

№ 遺跡名 種別 時代 № 遺跡名 種別 時代

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８

西向
菱津古墳
火打崎Ａ・Ｂ
西目経塚
山口Ｃ須恵器窯
金山Ａ須恵器窯
金山Ｂ墳墓
山口Ａ・Ｂ
由良金山窯
荒沢須恵器窯
水沢
麓山
玉林坊
大広Ａ
中里Ｄ
地蔵堂山経塚
大広菊台
大広Ｂ墳墓

集落跡
古墳
集落跡
経塚
窯跡
窯跡
墳墓
集落跡
窯跡
窯跡
集落跡
集落跡
寺院跡
集落跡
集落跡
経塚
祭祀跡
墳墓

縄文
古墳
縄文・奈良・平安
中世
奈良・平安
奈良・平安
奈良・平安・中世
縄文・古墳・奈良・平安
奈良・平安
奈良・平安
奈良・平安
縄文
中世
縄文
奈良・平安
平安・中世
奈良・平安・中世
奈良・平安・中世

１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５

田川蓮華廃寺
柴田山
関根Ｃ
関根Ｆ
関根Ｄ・Ｄ’
関根Ｅ
中山
御林Ａ・Ｂ
楯の山館
段塚墳墓
宮の前
浦田
籏本台
定福館
木谷地沢墳墓
山田墳墓
鴻之巣寺

寺院跡
集落跡
集落跡
集落跡
集落跡
集落跡
集落跡
集落跡
城館跡
墳墓
集落跡
集落跡
集落跡
城館跡
墳墓
墳墓
寺院跡

奈良・平安・中世
縄文
縄文
縄文
旧石器・縄文
縄文
縄文
旧石器・縄文
中世
中世
弥生
奈良・平安・中世
縄文
中世
中世
中世
中世

６



跡が多く分布している。そのため「西羽黒」とも呼ばれ、遺跡は鎌倉時代の荒倉修検に関わる

坊と考察されている。

３ 遺跡の概要

西向遺跡の範囲は地形の概観から東西約１２０!・南北約７０!と推定され、このうち事業範囲

には降矢川に沿う北半域が含まれた。工事は東西方向に計画された路線の東側から進められた

結果、遺跡範囲とされる段丘部の東端３分の１程が削平されている。このことから、調査対象

となったのは遺跡の北西域に当たる１，６００㎡の範囲である。

調査区から検出された遺構は、竪穴住居跡１４棟と袋状形態のものを含む大小の土坑やピット

である。分布状況では、西側と南東部に空白域が認められる以外は密集した様相を呈しており、

遺構群はさらに南側に広がる状況が窺われる。東側には配置図で見る限り遺構が連続する様相

は認められないが、掘削工事中に土器の散乱が見られた事実や地形から察しても、遺構の存在

は当然考えられるところである。東半部に検出された竪穴住居跡はいずれも重複した在り方を

示し、集落が数期間存続していたことが看取される。また、円形プランを呈す住居跡の存在は

南・東側への広がりが予想され、分布状況から遺跡範囲の中央部を基点にした環状配置と見な

せなくもない。したがってこの場合、検出住居跡群は北西部配置の一画という見方ができ、調

査区南東端の遺構空白域はおそらくは集落の中心となる広場的な空間と想定されよう。土坑群

は住居跡外周の段丘縁辺部と、ＳＴ９・１０の南側に分布的まとまりが認められる。このうち、

特徴的な袋状の掘り方を呈すものは、調査区西端の段丘縁辺に分布する傾向が指摘できる。こ

れらの土坑群は貯蔵穴や廃棄穴と考えられるが、遺物を含む例はほとんど見られないため、所

属時期を特定できるものは少ない。また、調査区内から墓壙と考えられるものは検出されず、

集落域の他の場所に存在することが予想される。

出土した遺物は土器が２５箱、打製石器・フレイク等２箱、凹石・石皿等の礫石器が５箱相当

分で、調査面積や遺構数に照らせば総じて少ないと言える。遺物の６８％は遺構内から出土して

いるが、このうち量的・質的に分布の主体を占めたのはＳＴ１１住居跡であり、全体数の約４４％

に及んだ。これは床面からの一括遺物と、他の住居跡に比較して床面までが深いために覆土の

遺存率が高いことが要因となっている。その他、遺構内における分布状況では、ＳＴ４とＳＴ

６住居跡からある程度まとまった出土量が得られた。また、土坑群においては散発的ながら、

住居跡域の北側（段丘縁辺）に位置する何基かに遺物を含む事例が認められた。包含層取り上

げ遺物においても遺構の分布や出土量と相関した傾向が窺えたが、概括的には遺構の密度がそ

れほど高くない段丘縁辺部より多くが出土している。なお、石器成品（tool）４３点の分布に関

しては、ＳＴ１・４住居跡の境界付近およびＳＴ１１とその周辺域の、概ね２ブロックにまとま

る様相が認識できた。

引用・参考文献

山形県 １９９１『土地分類基本調査 三瀬・温海 国土調査』
山形県教育委員会 １９７８『山形県遺跡地図』

川崎利夫 １９８０「古墳時代の庄内地方」『庄内考古学』第１７号 庄内考古学研究会
佐々木洋治・野尻 侃 １９８９「山口遺跡」『分布調査報告書（１６）』山形県埋蔵文化財調査報告書第１３６集 山形県教育委員会

秋保 良 １９９２『荒沢窯跡・玉林坊遺跡分布調査報告書』鶴岡市教育委員会
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第４図 調査概要図
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Ⅲ 検出遺構

新 旧 関 係

Ⅲ 検 出 遺 構

１ 竪穴住居跡

調査区から検出された住居跡は、円形様プランが１０棟と長方形様プラン４棟の計１４棟である。

規模や形態等は一様でなく、時期的には縄文時代中期前葉の所産と判断される１１棟、同期末葉

に属す１棟のほか、出土遺物がなく所属時期を明らかにできない２棟がある。以下では、上部

削平によりプランが明確でないＳＴ１４を除き、検出順にその概要を記す。

ＳＴ１住居跡（第６図）

調査区東端部の９～１２―７～１０グリッドに位置する。南西部でＳＴ２住居跡と重複しており、

これを切って構築されるほか、西辺部をＳＫ１７土坑によって切られる新旧関係を認める。平面

形は南北に幾分長い楕円形状を呈し、長軸６．９５"・短軸５．９０"の規模を測る。確認できた壁は

床面から約１５!の高さで、ＳＴ２との重複部分を除いては地山を壁としている。全域で地山を

床面としており、貼り床を施した形跡は認められない。床面は中央部で緩い凹凸が見られる以

外ほぼ平坦であるが、東側に比較して南西端で約５!、北端で１０!程低い状況を呈している。

床面上からは１１基を数えるピット状の掘り込みを検出した。径約４０～７０!を測る円形ないし楕

円形のプランで、床面からの深さ８～２０!前後と多少の差異が認められる。規模的に主柱穴と

判断されるものはなく、配置においても規則性は窺えなかったが、北側検出の４基は壁面に沿

うものであった。炉跡を想起させる焼土層の堆積・分布は北東域において３ヶ所を認めたが、

地床炉と判断できるものではない。

出土した遺物は５個体相当の深鉢形土器片と、削器 tool（第５２図３７）ほかの剥片である。こ

れらは大半が床面直上の覆土内から出土しており、床面密着で遺存するものはない。深鉢形土

器の２個体（第２１図１・２）は床面からやや浮いた状態で、ＥＰ１７２の西側から一括的に出土

している。一方、剥片を含む石器はＥＰ１７７周辺から出土する傾向が窺い知れた。

ＳＴ２住居跡（第７図）

ＳＴ１と東端を接して検出され、１２～１５―９～１２グリッドに位置する。重複関係では先のＳ

Ｔ１のほか、北辺から北西辺にかけてＳＴ４・５住居跡と切り合っている。新旧関係を整理す

ると、ＳＴ４→ＳＴ２→ＳＴ１・５の構築順序と理解される。平面プランは東西方向にやや長

い楕円形状を呈し、長軸７．７５"・短軸６．６０"の規模を有する。周壁は１０～１５!の高さで遺存し、

重複部分を除いて地山が壁となっている。床面に貼り床は施されず、地山を直接床としている。

その状況は水平かつ平坦で、壁周部に比較して中央域で幾分しまった様相が見て取れた。床面

および壁面から１９基のピット状掘り込みと、住居内土坑と考えられる皿状の落ち込み（ＥＫ

１８０）を検出した。ＥＫ１８０は径約１２０!を測る不整円形を呈し、床面からの深さ１５!程を測る

規模で、底面中央から図上復元可能な深鉢形土器の上半部資料（第２２図１）が出土している。

ピット群は配置が不規則なうえ、床面から１０～２０!の深さのもので、主柱穴となり得る掘り込

みは確認できなかった。炉跡は検出されず、床面や覆土中にも焼土等の分布は認められない。

１０



ＥＰ１７５�

ＥＰ１７６�

ＥＰ１７４�ＥＰ１７３�
ＥＬ１６３�

ＥＰ１７２�

ＥＰ１７０�

ＥＰ１７１�

ＥＰ１６９�ＥＰ１６９�

ＥＰ１７７�

ＳＫ１７�

１ｍ�０�

１：８０�

ｉ
�

１０�

１０�

ｊ
�

ａ�

ｈ
�

ｐ�

ｉ
′
�

ｇ�

ｇ′�

ｆ�

ｆ′�

ｃ�

ｃ′�ｈ
�

ｈ
′
�

ｊ
′
�

ａ′
�

ｈ
′
�

ｂ
′
�

ｂ
�

２�ａ� ａ′�

ｃ� ｃ′�

ｄ� ｄ′�

ｅ� ｅ′�

ｇ� ｇ′�

ｉ� ｉ′�

ｋ�

水糸高�

ａ・ｂ＝６５．４０ｍ�

ｃ～ｋ＝６５．３０ｍ�
ｋ′�

ｊ� ｊ′�

ｆ� ｆ′�

ｋ� ｋ′�

ｂ� ｂ′�

２� ５� ５�３� ３� ３� ３�７� ７�４�７�

７� ７� ７�７� ７� ７� ７� ７�５� ３� ２�２�

７� ７� ７� ７� ６� ３�
７�７�７�７�

１�

４�

５�
３�

２� ３�１�２�１�

１�

１�

２�１�２�

１�２�２�

２�
１�
３�

２�

４� ３�２�４�５�
３�１�２� １�

１�３�３�５�２� ７� ７�６� ６�

ｅ�

ｅ′�

焼土�

ｄ′�
第６図 ＳＴ１竪穴住居跡

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色砂質シルト （しまりない、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に２０％含む）
４ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト
５ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、５ＹＲ４／６焼土斑紋５％、１０ＹＲ４／４粘土質斑紋１０％混入）
７ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト
ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （５ＹＲ４／８赤褐色焼土を斑紋、ブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （５ＹＲ４／８赤褐色焼土をブロック状に３０％含む）
３ ７．５ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （火熱により５ＹＲ４／６に赤変する）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト
５ ７．５ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （７．５ＹＲ４／６粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （しままりない、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
７ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト （５ＹＲ４／６焼土ブロックと炭化物を斑状に混入する）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （焼土ブロックを５％含む）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （しままりない、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に５％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
５ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （３を斑紋状に５％含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （３をブロック状に３０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （２をブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状、斑紋状に４０％含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ２／２シルトをブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （同粘土質シルトブロックを混入）
Ｉ‐Ｉ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （炭化物を含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （炭化物有り）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、Ⅱをブロック状に５％含む）
２ １０ＹＲ褐色粘土質シルト （地山）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む、焼土粒有り）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

第７図 ＳＴ２竪穴住居跡

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に５％

含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に５％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｄ‐ｄ’
１ ７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒微量、褐色シルト粒含む、固くしまる）
２ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
３ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｅ‐ｅ’
１ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒少量含む、固くしまる）
２ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｆ‐ｆ’
１ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる、土器一括出土）
２ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
３ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （地山）
ｇ‐ｇ’
１ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒、暗褐色土少量含む、もろく崩れやすい）
２ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
３ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
４ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｈ‐ｈ’
１ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量、黄褐色粒微量含む、固くしまる）
２ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｉ‐ｉ’
１ ７．５ＹＲ３／３暗褐色シルト （黒褐色シルトブロック含む、もろく崩れやすい）
２ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、しまりない）
３ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｊ‐ｊ’
１ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、粘性を伴う褐色シルトブロックを含む）
２ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｋ‐ｋ’
１ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、もろく崩れやすい）
２ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）

ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
２ １０ＹＲ３／４ 暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｍ‐ｍ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｎ‐ｎ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に２０％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｏ‐ｏ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｐ‐ｐ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に１０％含む）
ｑ‐ｑ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （しまりない）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｒ‐ｒ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒、黒褐色シルトブロック少量含む、もろく崩れ

やすい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量、暗褐色シルトブロック含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒、黒色シルト粒含む、もろく崩れやすい）
４ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
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遺物は住居内土坑とその周囲の覆土中より土器が出土しているが、先のＥＫ１８０底面出土深

鉢以外は小片であり、器形の窺い知れる資料はない。石器では二次加工が施された縦長剥片２

点が、北端のＳＴ４住居跡との境界付近から出土している。

ＳＴ３住居跡（第８図）

ＳＴ２の西側に検出された住居跡で、１６～１９―１１～１４グリッドに位置する。北辺域でＳＴ６

住居跡と重複し、全体の７分の１程をこれに切られる。北西・南東方向に長い楕円形状のプラ

ンを呈し、その規模は長軸７．６０"・短軸６．５０"を測る。上部削平が著しいためか、検出段階で

すでに床面直上であったらしく、確認できた壁高は全周で１０!未満である。床面は地山直接の

床であり、凹凸も少なくほぼ平坦であるが、東側ではレベルが幾分低くなる。床面検出の柱穴

様ピットは１１基あり、南東部においては土坑状の掘り込み３基を認めた。このうち、南東端の

ＥＫ１９７は覆土の質などから見て、プラン確認面では識別できなかったが、住居埋積後？に掘

り込まれた可能性が高い。柱穴様の掘り込みは、住居跡北西端から南東方向に連なって分布す

る様相が看取された。ＥＰ２０３は床面からの深さ４２!を測り、これより浅いながらＥＰ１９９と共

に掘り方から推測して柱穴と考えられるものであるが、他との配置関係が不明なこともあり断

定するまでには至らない。炉跡は検出されず、覆土を含めて焼土等の分布は認められなかった。

遺物はＥＫ１９７・ＥＫ１９８・ＥＰ２００とその周囲の覆土内から土器が出土し、東端域に分布的

集中が窺える。量的にはＥＫ１９７でまとまっており、復元により器形を知ることができる深鉢

形土器（第２２図６）を含んでいた。石器類は僅少で、住居跡の覆土中からフレイク３点が出土

したに止まる。

ＳＴ４住居跡（第９図）

１２～１６―７～９グリッドにおいて検出された。南西および南部でＳＴ２・ＳＴ５住居跡と重

複関係にあり、これらに切られて存在する。また、プラン内でＳＫ２１０土坑と重複し、土坑埋

積後に本住居を構築している。他に、中央部北側が攪乱によって東西方向に削平されているこ

とから、住居プランは南北に分断された形で検出している。７．１０"を測る長軸を北西―南東方

向に有する楕円形状の平面形を呈し、重複による欠損で短軸長は不明であるが、推定５．５"規

模を有すると思われる。床面にまで及ぶ攪乱の影響もあって、周辺の覆土は削平を受けている。

このため、検出面で床面に達している区域もあり、床面や壁面の遺存状況も良好ではない。柱

穴様のピットは床面から１０基を認めた。このうち、ＥＰ２１５は長径９４!・深さ５０!内外を測る

規模で、住居主軸の左上方に位置しており、主柱穴の一つと捉えられるものである。また、Ｓ

Ｋ２１０と一部切り合うＥＰ３１０も規模的にその可能性が考えられるが、配置関係において他が不

明なこともあり断定はできない。南東壁沿いのＥＰ２１２・２１３は、壁柱穴の一部とも見なせる。

しかし、これ以外は見当たらないこと等から、他のピット群とともに性格については不明であ

る。中央部東寄りに位置するＳＫ２１０は浅い皿状の落ち込みであり、ＥＰ３０９によっても切られ

る。床面中央部にはＳＫ２１０と重複して地床炉ＥＬ１６４が存在しており、径３５!程の範囲は固く

焼きしまった状況を呈している。

遺物には床面直上で出土した深鉢形土器ＲＰ５４（第２３図１）をはじめとした２箱分量の土器、

尖頭器（第５０図２０）ほか若干数の剥片と有孔石製品（第５３図４８）などがある。これら遺物の分

布は南半部にその多くが認められ、特に覆土の残存率が高い壁際から出土する傾向が窺えた。

Ⅲ 検出遺構

住 居 内 土 坑

地 床 炉

１３



ＳＴ６�

ＥＰ２０９�

ＥＰ２０８�

ＥＰ２０４�

ＥＰ２０３�

ＥＰ２０２�

ＥＰ２００�

ＥＰ２０１�

ＥＰ１９９�

ＥＫ１９８�
ＥＫ１９７�

ＥＰ２０７�ＥＰ２０７�

ＥＰ２０６�

ＥＰ２０５�

ａ� ａ′�３�

３� ３� ２� １� ３�４�

６�６� ２�
３� ３� ３�２�６�４�

６�５�

ＳＴ６�

ｂ
�

ｌ�ｌ�

ｌ′�

ｋ�

ｋ′�

ｊ
�

ｊ
′
�

ａ�

ｉ
�

ｉ
′
�

ｈ
�

ｈ
′
�

ｇ�

ｇ′�
ｇ′�

ｃ
�
ｃ
�

ｃ
′
�

ｅ�

ｅ′�

ｄ
�
ｄ
�

ｄ
′
�

ａ′�

ｂ
′
�

ｆ�

ｆ′�

ｂ� ｂ′�

ｃ� ｃ′�
４�

３�３� ２�

３�

１�

２�

３� １�

１�

３�３�２� ２�

２�２�１�１�

１�１�

２�１�２�

２�

２�

２�１�３�

１�
４�２�１�

２�

ｋ� ｋ′�

ｆ� ｆ′� ｇ� ｇ′�

ｈ� ｈ′� ｉ� ｉ′�

ｊ� ｊ′� ｄ� ｄ′�

ｌ� ｌ′�

１ｍ�０�

１：８０�

水糸高�

ａ～ｆ＝６５．２０ｍ�

ｇ～ｌ＝６５．１０ｍ�

ｅ� ｅ′�

２０�

１５�

Ⅲ 検出遺構

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％、１０Ｙ

Ｒ２／３シルトをブロック状に５％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルト、１０ＹＲ２／３シルトをブロック状

に１０％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト
５ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （ほぼ純層）
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを１０％含む）
ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％含む、炭化

物を含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む、

炭化物有り）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む、

１０ＹＲ２／２シルトを帯状に５％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （黒色シルトを多量含む、もろく崩れやすい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （黒色シルトブロックを少量含む、しまっている）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを１０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルト、１０ＹＲ２／３シルトブロッ

クを２０％含む）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを

１０％含む）
４ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ２／１黒色シルト （１０ＹＲ４／４シルトを１０％含む、細根を含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ２／１シルト、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロッ

クを１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に３０％含む）

ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量、黒色シルトブロックを少量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （黒色シルト粒微量含む、固くしまっている）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒、褐色シルトブロックを含む、もろく崩れやすい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、暗褐色シルト粒微量含む、固くしまる）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒少量含む、もろい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量、暗褐色シルトブロックを含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （黒色シルトブロック、炭化粒微量含む、柔らかい）
ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒微量、褐色シルト粒少量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）

第８図 ＳＴ３竪穴住居跡
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第９図 ＳＴ４竪穴住居跡

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に２０％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト
ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、焼土粒微量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒、暗褐色土含む、床面固くしまる）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （褐色シルトブロック少量含む、固くしまる）
４ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物２～４! ５％含む、焼土粒、褐色粒微量含む、固くしまる）
５ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
６ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、暗褐色シルトブロック少量含む、固くしまる）
７ ５ＹＲ４／６赤褐色シルト （焼土層（地床炉）、固く焼きしまっている）
８ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （焼土粒、褐灰、細砂、小礫含む、もろく崩れやすい）
９ ７．５ＹＲ４／６褐色シルト （焼土、炭化粒微量含む、固くしまる）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、褐色シルトブロック微量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、暗褐色シルトブロック微量含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （暗褐色シルトブロック少量含む）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量、暗褐色シルトブロック含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒、黒褐色シルトブロック微量含む、もろく崩れやすい）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒黒褐色シルト多量含む、もろく崩れやすい）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ４／６暗褐色シルト （炭化粒少量含む、もろい）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

三 角 形 配 置
の 主 柱 穴

ＳＴ５住居跡（第１０図）

ＳＴ２・４・６の３棟と重複関係にあり、これらをすべて切って構築されることから、調査

区東側に密集する６棟の中では最も新しい住居跡である。１４～１７―８～１０グリッドに位置し、

北辺部は攪乱による削平を受けて遺存しない。径約５．０"の円形プランを呈し、他の住居跡に

比較して平面規模で小型となることからも、時期的な差異が察せられる。南側の一部を除いて

他の住居跡と重複する関係から、１０!前後の高さを測る壁面は各々の住居跡覆土が壁となって

いる。床面には地山露出の部分と貼り床様に黒色土の混在箇所が認められるが、後者は重複住

居跡の覆土が混入した結果と理解される。主柱穴は配置と掘り方規模等からＥＰ２２２・２２４・２２５

の３基と考えられ、炉跡ＥＬ１６５を囲む二等辺三角形状に配される。三角形頂点に位置するＥ

Ｐ２２４は他の２基に対比して規模が大きく、床面からの深さが７０!を有す。炉跡は床面中央よ

り北西にやや偏って、ＥＰ２２４と近接した位置に存在する。径７５!程の範囲に焼土の分布が認

められるが、固く焼きしまった状態ではなかった。

遺物は覆土やＥＰ２２２内から土器片ほかが６０点余出土している。土器は深鉢の胴部破片が主

で復元できたものはなく、器形や法量を窺い知れる資料は少ない。石器には横形石匙（第５０図

２２）ほかの剥片があり、有孔石製品（第５３図４６・４７）も出土している。これら遺物の分布は、

住居跡北半域が主体であったことを付記しておく。

ＳＴ６住居跡（第１１図）

１６～１９―７～１１グリッドに位置し、東側をＳＴ５によって切られ、南側でＳＴ３を切る重複

関係を有する。また、土器埋設遺構と考えられるＥＵ１２９により、プラン北西辺の一部が切ら

れる。平面形は南北に長い楕円形を呈し、長軸７．７０"を測る。ＳＴ５との重複から短軸規模は

明らかでないが、約６．５"程と推測される。プラン中央部が北東側の攪乱から続く削平を受け

ており、一部検出面が床面となっている。壁高は最大１４!で、北側ほど残りが悪く遺存率が低

い状況で、重複部以外の壁面は床面同様に地山を壁としている。床面は平坦に推移し、南側の

レベルが幾分高い。床面で検出したピット状の掘り込みは、壁面近くに分布するものが多く、

径４０!前後で規模的に大きくはない。深さが一様でなく配置の上でも等間ではないながら、壁

面から１"内外離れて存在するＥＰ２３３～２３５他が柱穴になり得ると考えられる。炉跡と推察で

きる焼土の広がりは２ヶ所で確認された。北西部に位置するＥＬ２２７は上部が削平されている

が、径約６０!の範囲に堆積する薄い焼土層を検出した。ＥＬ１６６は南西部のＥＰ２３４・２３５間に

位置し、長径１２０!の楕円様に焼土層が堆積している。

出土遺物は深鉢破片など量的に整理箱半箱相当で、ＥＬ１６６南側から集中的に出土する傾向

が窺えた。破片接合の結果、図上復元できた資料は深鉢１点（第２５図２）のみである。その他

では土偶の脚部片１点、また拳大の頁岩石核１点が床面上から出土している。

ＳＴ７住居跡（第１２図）

調査区東側南辺部の１４～１７―１５～１８グリッドで検出された。他遺構との重複は北西域で認め

られ、長方形プランを呈すＳＴ１４を切る関係にある。南北に長い楕円形様の平面形を呈し、規

模は長軸７．６５"・短軸６．５５"を測る。表土除去後の検出段階で床面直上であったらしく、確認

できた周壁は１０!に満たない。床面は水平でなく、南側で高く北側に低い状況となり、東西方

向にもレベルが一定しない。壁・床とも部分的に混じりを有するが、地山がそれぞれの基調と
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円 柱 礫

なっている。床面上に分布する掘り込みは、径３０～６０!のピット状のもの６基と、南壁沿いに

位置する楕円様のＥＫ２９３である。これらは南東域に偏って検出され、この中に主柱穴と考え

られるものは存在しなかった。炉跡は検出されず、覆土を含めて焼土等の分布は認められない。

遺物は少なく、覆土中およびＥＰ２９４内より土器片数点が出土した以外に、散発的に石鏃 tool

を２点（第５０図５・７）認めたに止まる。他に、北西域のＳＴ１４との重複部において、石棒の

基部と推測できる円柱礫（第５５図６６）が垂直に立った状態で確認されたが、本住居跡に関わる

遺物であるかどうかは遺憾ながら検証できなかった。

ＳＴ８住居跡（第１３図）

調査区中央部、２２～２５―１２～１５グリッドに位置する。ＳＴ１１と西辺で接する状況を呈するが、

他遺構との切り合いはない。平面形は北東―南西方向に長い楕円形をなし、長軸７．０"・短軸

５．５０"の規模を測る。本住居跡付近は現況地形で南高北低の段差が認められ、高位の箇所が南

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に３％含む）
２ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
４ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
５ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （炭化物を含む、５ＹＲ４／６焼土斑紋５％、１０ＹＲ４／４

粘土質シルト斑紋１０％混入）
６ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に２０％含む）
ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （５ＹＲ５／６褐色焼土をブロック状に１０％含む）
２ ７．５ＹＲ３／４暗褐色シルト （焼土有り）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ２／２シルト、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロッ

クを１０％含む）
４ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
５ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
６ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （炭化物を多く含む、５ＹＲ４／６焼土を斑紋状に３％、

含む）
７ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物有り）
８ １０ＹＲ４／４褐色シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に５％含む）
９ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４シルトをブロック状に５％含む）
１０１０ＹＲ４／４褐色シルト （ほぼ純粋層）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト（炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）

ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物を多く含む、１０ＹＲ４／４シルトブロックを

１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化物有り）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を粒子状に含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを

斑紋状に５％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルトと１０ＹＲ４／４褐色シルトの攪乱層
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物を多く含む、１０ＹＲ４／４シルトをブロック状

に１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化物有り）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）

第１０図 ＳＴ５竪穴住居跡
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Ⅲ 検出遺構

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、土器包含）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、土器包含、１０ＹＲ４／４粘土質シルト

をブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （木根を多く含む、しまりない）
４ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト
５ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
６ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に２０％含む）
７ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （５ＹＲ４／６焼土をブロック、斑紋状に５％含む、炭化

物有り）
８ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）
ｄ‐ｄ’
１ ５ＹＲ４／６赤褐色 （焼土層）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、焼土微量含む、固くしまる）
４ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかい）
ｅ‐ｅ’
１ ５ＹＲ４／６赤褐色 （焼土層、地床炉 ＥＬ）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （焼土粒、炭化粒微量含む、柔らかい）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、もろく崩れやすい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、黒色シルトブロック少量含む、柔らかい）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、黒褐色シルトブロック含む、固

くしまる）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）

ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、黒色シルトブロック少量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒、褐色シルト粒少量含む、柔らかくもろい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、黒色シルト粒微量含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、明褐色シルトブロック少量含む、柔らかくも

ろい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、褐色シルトブロック微量含む、柔らかくもろい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、黒色シルトブロック微量含む、固くしまる）
ｍ‐ｍ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物を含む、２をブロック状に２０％、１０ＹＲ４／４斑紋

を５％含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４斑紋３％含む）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４斑紋３％含む）
ｎ‐ｎ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒５％含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）

第１１図 ＳＴ６竪穴住居跡
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第１２図 ＳＴ７竪穴住居跡

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に３％含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ２／３シルトを塊状に１０％、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に５％含む）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に５％含む）
４ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
５ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）
６ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物を含む、以下１に同じ）
７ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状、ブロック状に５％含む）
８ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルト、１０ＹＲ３／３シルトを斑状に２０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、黄褐色シルトブロック少量含む、柔らかい）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、焼土粒を少量含む、固くしまる）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （ほぼ純粋層、炭化粒有り）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ２／２シルトを上部にブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山塊）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルト、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを１０％含む）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む、炭化物有り）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロック１０％含む、炭化物有り）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４ブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （炭化物有り、１０ＹＲ４／４ブロックを１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを３％、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロック２０％含む）

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

建 て 替 え

貼 り 床

壁 柱 穴

壁の一部にかかることから、約２５"の壁面が検出された。しかし、それ以外の部分では上部の

削平が著しいため、壁面の遺存はほとんどない状況であった。床面は平坦でほぼ水平と認識さ

れたが、南半域を主として礫石の点在が目に付いた。床面からは、柱穴様ピット４基・住居内

土坑２基の掘り込みと、地床炉跡ＥＬ１６８や炭化物が散布する範囲（ＥＫ２４２）が確認できた。

北半域に分布するピット群は、配置関係や規模等から柱穴と判断するには幾分難があると察せ

られたが、ＥＰ２４８の土層断面には柱痕跡を示す堆積土の在り方が窺われた。東側に位置する

ＥＫ２４０は階段状を呈す北東壁が特徴的で、壁面の崩落が原因した結果と捉えられなくもない。

ＥＫ２４１は長軸１２０"程の楕円状・皿形の土坑で、覆土中に微量ながら焼土粒を含んでいる。そ

の西側には、壁沿いに径約１２０"の不整円形を呈す浅い掘り込みＥＫ２４２があり、覆土には５～

１０!大の炭化物が多量に含まれる。地床炉はプラン北半域の中央に位置する。

出土した遺物は半箱分量の土器と石器剥片数点である。大方が床面直上の覆土中からのもの

で、他にはＥＫ２４０・２４１内から若干量が出土している。土器では復元にて全形が窺い知れる浅

鉢（第２６図３）があり、別個体の口縁部片（同図４）も認めた。遺物の分布は、北半域からの

出土が多い傾向が看取された。

ＳＴ９住居跡（第１４図）

調査区中央部、ＳＴ８の南西方で検出され、２５～２７―１６～１９グリッドに位置する。北側でＳ

Ｔ１１、西側でＳＴ１０と近接しているが重複してはいない。平面形は南北方向に長い不整な楕円

形で検出したが、掘り下げに伴って内部に長方形状のプランが確認されるに至った。堆積土の

断面観察の結果、内部方形プランは楕円形プランの埋積後に掘り込まれたものと判断でき、同

一プラン内での建て替えが想定される。楕円形を呈すＳＴ９ａ住居跡は、長軸６．９０#・短軸５．２０

#の規模を測り、東辺が直線的なプランとなる。ＳＴ９ｂは長軸５．１５#・短軸３．０#規模で隅

丸長方形を呈し、南東角がＳＴ９ａの壁面と接しており、東辺はＳＴ９ａのそれと平行したプ

ランとなっている。ＳＴ９ｂでは２０"前後を測る壁高を検出できたが、床面直上検出のＳＴ９

ａの壁面は僅かに遺存する程度であった。床面は幾分凹凸があり平坦でないもののほぼ水平と

見なせ、ＳＴ９ｂでは白色粘土混じりの薄い貼り床を施している。土坑・柱穴他の掘り込みは、

ＳＴ９ｂにて１３基が検出された。柱穴と考えられるものは、壁沿いに構築されるＥＰ２５５・２５８

～２６０等で、径２５～３５"・深さ２０～４０"の垂直的な掘り込みである。壁柱穴と判断され、南辺

において等間隔に配されるが、北・東辺には認められず壁周を巡るものではない。他のピット

群はいずれも浅い掘り込みであることから、主柱穴となり得るものは確認できなかった。南東

部には、住居内土坑と思われるＥＫ５６が存在する。床面から炉跡は検出されなかったが、北半

域中央に焼土の分布（ＥＬ１６７）が見られ、他にも南半域の３箇所に焼土の塊が分布した。

出土した遺物は少なく、接合不能な深鉢の小片８０点余と石鏃１点・剥片１３点に限られた。し

たがって、土器で掲載できたのは破片資料の拓影図（第２６図１～８）である。遺物の分布傾向

では、ＳＴ９ｂ東半部のＥＫ５６周辺からその多くが出土している。

ＳＴ１０住居跡（第１５図）

ＳＴ９の西隣、２８～３１―１８～２１グリッドに位置する住居跡で、他との重複関係は認めない。

平面形はＳＴ９ａに類似する不整な楕円形状で、長軸を北東―南西方向に傾けて規模を一回り

大きくした状況とも捉えられる。規模は長軸７．２０#程を測り、南東辺が直線的なプランとなる。
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第１３図 ＳＴ８竪穴住居跡

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （５ＹＲ４／６、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％含む）
２ ５ＹＲ４／６赤褐色粘土質シルト （焼土層、炭化物有り）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ２／３シルトをブロック状に２０％、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを５％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ２／３シルトをブロック状に１０％含む）
５ １０ＹＲ２／３シルトと１０ＹＲ４／４粘土質シルトの攪乱層
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む）
７ １０ＹＲ３／３暗褐色粘土質シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に３％含む、焼土粒有り）
８ １０ＹＲ２／３黒褐色粘土質シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物多量、焼土少量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒少量５％、暗褐色シルトブロック含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒少量７％、焼土、褐色シルトブロック少量含む、もろい）
４ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量、褐色シルトブロック含む、しまっている）
５ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
６ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、焼土微量含む、固くしまる）
７ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒、黄褐色シルトブロック微量含む、固くしまる）
８ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、礫微量含む、固くしまる）
９ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、暗褐色シルトブロック微量含む、固くしまる）
１０１０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒、焼土多量含む、固くしまる）
１１１０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
１２１０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、礫含む、固くしまる）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量、焼土微量含む、もろく崩れやすい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒少量５％、焼土、褐色シルト少量含む、固くしまる）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物５～１０!大２０％含む、もろく崩れやすい）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量、暗褐色シルトブロック含む、固くしまる）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒微量、褐色シルトブロック少量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （固くしまる）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒、焼土粒微量含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （褐色シルトブロック少量含む、もろく崩れやすい）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （固くしまる）

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
Ⅱ１０ＹＲ３／２黒褐色シルト （旧表土）
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に３％混入、炭

化物を含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋、ブロック状に５％

含む、炭化物を含む）
３ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （５ＹＲ４／６赤褐色焼土を斑紋、ブロック状に５％含む）
４ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
５ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含

む、炭化物、焼土斑を含む）
６ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ２／２シルトをブロック状に２０％含む）
７ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
８ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山、小礫を含む）
９ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％含む、炭

化物を含む）
１０１０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む、＝地山）
１１１０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色粘土質シルト （炭化物に富む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状

に５％含む）
２ １０ＹＲ３／２黒褐色粘土
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
ｅ‐ｅ’
１ ７．５ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、風化礫含む、固くしまる）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （風化礫含む、柔らかくもろい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、黒色シルト微量含む、固くしまる）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （黒褐色シルトブロック多量、焼土、炭化粒微量

含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、暗褐色シルト微量含む、固くしまる）

ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （黒色シルトブロック多量、炭化粒、焼土微量含む、固

くしまる）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量、粗砂少量含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒含む、しまり無く柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒微量、暗褐色シルトブロック少量含む、固くし

まる）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｍ‐ｍ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （黒褐色シルトブロック含む、固くしまる）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、黒褐色シルトブロック含む、固くしまる）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量、粗砂含む、固くしまる）
ｓ‐ｓ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかくもろい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （風化礫、粗砂含む、もろい）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、柔らかくもろい）
４ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、黒褐色シルト微量含む、固くしまる）
ｏ‐ｏ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒少量含む、柔らかい）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）
ｐ‐ｐ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量含む、固くしまる）

第１４図 ＳＴ９竪穴住居跡
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確認面から床面までは１０!前後で、検出された壁面は全周において垂直的に立ち上がる。貼り

床構造は施されず、地山を直接の床としており、凹凸がなく平坦な床面である。床面からは住

居内土坑１基（ＥＫ１６２）と、計３０基の柱穴様ピットが検出できた。北半域中央に位置するＥ

Ｋ１６２は、長径約１６０!・短径約１３０!、深さ５０!程を測る楕円形状の土坑である。ピット群は

東半域の一部を除けば全域で検出され、重複はないものの隣接して掘り込まれるものも多い。

これらの配置に規則性は認められず主柱穴も不明ながら、北・南側には壁柱穴を巡らすプラン

と看取される。なお、断面観察ではＥＰ１３９・１５４・１５７等から柱痕跡を示す土層堆積が確認さ

れた。炉跡は不詳であるが、ＥＰ１６０覆土中とその上部覆土に焼土が混入している。

遺物は床面遺存のものはなく、上部削平の影響を受けて住居覆土内からの出土も僅少である。

ある程度まとまった出土量が得られたのは、ＥＫ１６２とＥＰ１５１の覆土内からであり、後者から

は半完形の深鉢形土器（第２７図５）が出土している。また石器では北東域から、石箆成品（第

５１図２９）が床面直上から、石皿（第５６図６８）がやや浮いた状態で出土している。

ＳＴ１１住居跡（第１６・１７図）

２６～３１―１３～１７グリッドで検出され、ＳＴ８の西隣、ＳＴ９・１０の北隣に位置する大型の住

居跡で、これらと近接しているが切り合いは生じない。検出面での規模が長軸１１．６０"・短軸

６．５５"を測り、平面形は東西方向に長い長楕円もしくは隅丸長方形状を呈している（ＳＴ１１ａ）。

調査の進行に伴って内側に段を形成するプランが明らかとなり、内部に一段深く掘り込まれる

長方形様のプランが検出できた（ＳＴ１１ｂ）。断面においては壁面の立ち上がりが観察され、

ＳＴ９同様に同一プラン内での建て替えが行われたことを想定できる。ＳＴ１１ａでは北・南辺

で段を形成してテラス状となることから、さらにもう１棟の重複も考えられるが定かではない。

ＳＴ１１ｂは長軸８．２５"・短軸５．４０"の規模となり、検出された壁面は最高で３０!弱を測る。床

面はほぼ平坦であるが東半域では礫が混在しており、部分的に堆積する砂礫層を掘り込んで構

築したことが窺える。床面検出の掘り込みでは、ＳＴ１１ｂ東辺外に配されるＥＫ２６１はＳＴ１１

ａに帰属することが確実である。ＳＴ１１ｂ内には住居内土坑１基（ＥＫ２６３）と、柱穴様ピッ

ト２０基が認められた。このうち、ＥＰ２６５・２７０・２７２・２７４・２７５等は掘り方規模から見て主柱

穴の可能性が考えられたが、その配置は規則性を有すものとなっていない。配置上の視点から

見れば、ＥＰ２７５・２７４・２６７・２６８の４基は中央部で長軸方向に並ぶものであるが、ＥＰ２６７の

掘り込みが浅い皿状となるなど、主柱穴とは認め難い要素がある。したがってここでは、配置

や規模等から東半域のＥＰ２６８・２７０・２９２と、西半域のＥＰ２７４・２７５・２７６・２７９の７基を主柱

穴として認識しておきたい。炉跡は検出されず不明であったが、ｂ―ｂ’にかかる覆土中に若

干の焼土粒が含まれている。

遺物は全出土数の半数弱に当たる１５箱相当分が本住居跡から出土しており、全形および文様

構成を窺い知れる土器を含むなど、質的にもまとまりある出土状況を呈していた。これら良好

な資料は第１７図に示したように、ＳＴ１１ｂ東半域の床面からその多くが出土している。完形に

近いＲＰ２０等の土器は、床面上で押し潰された状態が見て取れ、廃棄当時の原位置を留めてい

るものと判断できる。内容的にも豊富で、図上復元できた３０点余の深鉢・浅鉢形土器、石鏃・

石錐・石匙・掻器・削器の打製石器各器種、磨石等の礫石器が認められた。また、出土土器は

北陸の新保・新崎式、南東北の大木式、北東北の円筒上層式が伴出しており、土器様式におけ

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に３％含む、炭化物を含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％、炭化物少量有り）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ２／２シルトをブロック状に１０％含む）
４ １０ＹＲ２／２黒色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
５ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に２０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （炭化物を含む、焼土斑有り、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％

含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に５％含む）
３ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
４ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
５ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
６ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
７ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （ほぼ純粋層）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に１０％含む）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状、斑紋状に２０％含む、炭化物有

り）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを３０％含む）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む、炭化物有り）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを３０％含む）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （ほぼ純粋層）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ２／３シルト （ほぼ純粋層）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを１０％含む、炭化物有り）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを１０％含む）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを３０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に３％含む）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを３０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ３／２シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを１０％含む）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｍ‐ｍ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｎ‐ｎ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む、炭化物有り）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを２０％含む）
４ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｏ‐ｏ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを２０％含む）
ｐ‐ｐ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋、ブロック状に２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを１０％含む）

ｑ‐ｑ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋、ブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｒ‐ｒ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを２０％含む）
ｓ‐ｓ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを２０％含む）
ｔ‐ｔ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む、炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｕ‐ｕ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に４０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ４／２灰黄褐色粘土＝粘土化した有機物を含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｖ‐ｖ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む。地山）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む。地山）
ｗ‐ｗ’
１ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （炭化物有り、１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｘ‐ｘ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （ほぼ純粋層、炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｙ‐ｙ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （ほぼ純粋層）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｚ‐ｚ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを３０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
ａａ‐ａａ’
１ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを１０％含む、炭化物有り）
２ １０ＹＲ３／３シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
ｂｂ‐ｂｂ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に４０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に５％含む、炭化物有り）
４ １０ＹＲ３／３シルトと１０ＹＲ４／４粘土質シルトとの攪乱
５ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
６ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に２０％含む）
７ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に３０％含む）
８ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む）
ｃｃ‐ｃｃ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に５％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （純層）
５ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に２０％含む）
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ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ１．７／１黒色シルト （土器包含、１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状

に５％含む、炭化物を含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ１．７／１シルトブロック３％、他は１と同じ）
３ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１に同じ）
３’１０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化物を含む、焼土粒有り、小礫混入）
４ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に１０％含

む）
５ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、小礫混入）
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、小礫混入、土器包含、１０ＹＲ４／４

粘土質シルトを１０％含む）
７ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （ほぼ純層）
８ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトを斑紋状に１％含む、細

根を多く含む、崩れやすい）
９ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （ほぼ純層、土器包含）
１０１０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質をブロック状に

５％含む、礫混入）
１１１０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （小礫を多く混入）
１２１０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ２／３シルトを斑状に４０％含む、炭化物有り）
１３１０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （３’をブロック状に１０％含む）

ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化物少量含む、しまっている）
２ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒、小礫微量含む、しまっている）
３ １０ＹＲ４／６褐色シルト （炭化粒（３～５!）少量（５％）含む、明黄褐色）
４ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化粒、赤褐色シルトブロックを微量含む、土器片を

含む、固くしまる）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ３／４シルト （炭化物に富む、焼土粒を含む、土器包含）
２ １０ＹＲ３／４シルト （砂混じり、１０ＹＲ４／６シルトブロックを１０％含む、炭化

物有り）
３ １０ＹＲ３／４シルト （砂多く混じる、砂礫層）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／４シルト （砂混じり）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／４シルト （炭化物を含む）
２ １０ＹＲ３／４シルト （砂混じり）
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Ⅲ 検出遺構

ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （砂礫混じり、地山）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （５ＹＲ３／６暗赤褐色焼土ブロックを含む、炭化物を含む）
２ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物を含む）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物を含む）
２ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （１０ＹＲ４／６粘土質シルトブロックを３０％含む、炭化物を

含む）
３ １０ＹＲ３／３シルト （砂礫混じり、炭化物を含む）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物を含む）
ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物、礫を含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり）
ｍ‐ｍ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり、地山）
ｎ‐ｎ’
１ １０ＹＲ３／４シルト （炭化物）
２ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （礫混じり）
ｏ‐ｏ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを３％含む、炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり）
ｐ‐ｐ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり）

ｑ‐ｑ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり）
ｒ‐ｒ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物有り）
２ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （地山）
ｓ‐ｓ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物を含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり）
ｔ‐ｔ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （炭化物含む、焼土粒有り）
２ １０ＹＲ３／３シルト （炭化物を含む）
３ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （４／４ブロック１０％含む、炭化物有り）
ｕ‐ｕ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト塊
２ １０ＹＲ４／４シルト （同粉シルトブロックを２０％含む、炭化物有り）
ｖ‐ｖ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （細砂混じり、炭化物を含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （細砂混じり、礫混じり）
ｗ‐ｗ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （４／４ブロック１０％含む、炭化物有り）
ｘ‐ｘ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫混じり、焼土粒有り）
２ 砂礫層 （地山）

第１７図 ＳＴ１１竪穴住居跡（２）
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る多様性が看取され、編年を考察する上での好資料になり得ると思われる。

ＳＴ１２住居跡（第１８図）

調査区では最も西側および段丘端部に配される住居跡で、３２・３３―１５・１６グリッドに位置し

ている。径３．４０"の規模を測る円形プランを呈し、検出住居跡群では最も小型である。本住居

跡は掘り下げ途中に北側で石組みが検出されるに至り、精査段階で複式炉（ＥＬ１０１）と判明

した。したがって、構築時期が他の住居跡より下がることは明らかであるが、調査区内には当

該期の遺構として断定できるものが他になかった。時期的に単発的な存在であったが、周辺に

点在する土坑等（特にフラスコ形状を呈すもの）が共存した可能性は充分に考えられる。住居

プランは北側に複式炉が築かれ、南側では壁沿いに周溝状の浅い掘り込みを巡らし、西側には

テラス状の張り出しを有す構造である。柱穴は、炉主軸延長線上のＥＰ１０２と炉両側に配され

るＥＰ１０３・１０４の、いずれも壁際に掘り込まれたこれら３基が三角形を構成するプランとなる。

ＥＬ１０１は北壁際から南東向きに構築され、先端の土器埋設部が住居中央に配置される。全長

１５０!・残存部の最大幅８０!を測り、平面形は馬蹄形を呈す。遺存状況は、前庭部右側袖石の

一部と燃焼部の床石が何個か欠損した状態であったが、ほぼ原形を留めていると推定された。

構築の状況は前庭部を床面から約１０!掘り込み、燃焼部ではさらに１０!程掘り窪めて扁平礫を

敷き詰めている。袖石は燃焼部から前庭部まで連続して築かれ、燃焼部では２～３段に小礫が

積み上げられる。土器埋設部には口辺部を欠いた径３５!程の深鉢が設置され、周囲を小礫で廻

らせた上、さらに先端部では礫を二重・三重に配して補強している。

出土遺物は少なく、複式炉埋設の深鉢形土器（第２７図２）と、覆土中から出土した数点の土

器片および削器１点（第５２図４１）を認めたに過ぎない。これら遺物の分布状況は、特に集中す

る箇所もなく散発的であった。

ＳＴ１３住居跡（第１９図）

調査区中央域南半の１９～２３―１５～２０グリッドに位置し、ＳＴ７の西側に検出された住居跡で

ある。平面形が不整の長方形を呈し、長軸１０．２０"を測る大型のプランを有す。東接する同形

様のＳＴ１４と重複関係にあり、これを切って構築される。ただ、ＳＴ１４は床面もしくはこれ以

下での検出であったことから、その存在には不確定な要素もあると言わざるを得ない。最大幅

４．８５"規模で、床面直上での検出部分もあったが確認面からの深さは平均２０!を測る。住居プ

ランは垂直的な壁面に沿って周溝を有す構造で、周溝は一周せず東辺の中央北寄りに１．５"程

の開口部が見られる。柱穴は四隅および南北の長辺に沿って配された８基と見なされ、２．３～

３．０"の柱間で並ぶ。これらはいずれも径８０!前後の円形を呈しており、深さは一様でないが

規模的にほぼ統一された在り方が窺える。炉跡は存在せず、焼土の分布等も確認されなかった。

また、本住居跡からは床面・覆土、柱穴・ピット内を含めて出土遺物がなく、他遺構との関連

や構築・廃絶時期を推測するまでには至らない。

２ 土坑等その他の遺構

前章で触れたように、土坑群は住居跡外周の段丘縁辺部と、ＳＴ９・１０の南側に分布的まと

まりが認められる。このうち、袋状形態の掘り方を呈すものは、調査区西端の段丘縁辺に分布

する傾向が指摘できる。これらの土坑群は貯蔵穴や廃棄穴と考えられるが、遺物を含む例はほ

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’
１ １０ＹＲ２／１黒色シルト （１０ＹＲ３／３暗褐色シルトをブロック状、斑状に２０％

含む）
２ １０ＹＲ２／１黒色シルト （炭化物１０％混入、１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％

含む）
３ １０ＹＲ２／１黒色シルト （５～２０!大の炭化物を１５％混入、１０ＹＲ４／３鈍い黄

褐色シルトを斑状に１０％含む）
４ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物５％混入、１０ＹＲ４／３シルトを斑紋状に５％含

む）
５ １０ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物を３％含む以外純層）
６ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （２０!大の炭化物を１０％混入、１０ＹＲ４／３シルトをブ

ロック状、斑状に１０％含む）
７ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を粒子状に混入、１０ＹＲ４／４褐色シルトをブ

ロック状に１０％含む）
８ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （ほぼ純層）
９ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （ほぼ純層）
１０１０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４の地山をブロック状に４０％含む）
１１１０ＹＲ２／２黒褐色シルト （５ＹＲ４／８赤褐色焼土を部分的に３％含む、炭化物５％

混入）
１２１０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山塊、１０ＹＲ２／２シルトをブロック状に５％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを

３０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （やや濁る、地山）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを２０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトを斑紋状に５％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）

ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質ブロックを１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （炭化物有り）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを１０％含む）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト
５ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （やや濁る、炭化物を含む）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質斑紋３％含む）
２ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （炭化物を含む、１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを

２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （やや濁る、地山）
４ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
ｈ‐ｈ’，ｉ‐ｉ’
１ ７．５ＹＲ黒色シルト （炭化物少量、焼土粒微量（１％未満）含む、柔らかい）
２ ７．５ＹＲ２／１黒色シルト （炭化物大粒１０％含む、焼土粒微量（１％未満）含む、

柔らかいがしまっている）
３ ７．５ＹＲ１．７／１黒色炭化物層 （固くしまっている、固体ではなくペースト状）
４ ７．５ＹＲ２／１黒色シルト （炭化物少量、焼土粒少量（５～７％）含む、固くしまっ

ている）
５ ７．５ＹＲ２／２ 黒褐色シルト （炭化物大粒、焼土大粒少量（５％）含む、固くしまっ

ている）
６ ７．５ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物小粒、焼土粒微量（１％未満）含む、固くしまっ

ている）
７ ７．５ＹＲ２／２黒褐色シルト （炭化物大粒、焼土大粒少量（３～５％）含む、固くし

まっている）
８ ７．５ＹＲ２／３極暗褐色シルト （焼土塊、焼土粒多量（約２０％）含む、炭化物微量含

む、固くしまっている）
９ ７．５ＹＲ３／２黒褐色シルト （炭化物、焼土粒少量（５％）含む、固くしまっている）
１０１０ＹＲ３／３暗褐色シルト （炭化物少量（３％）、黒褐色シルトブロックを含む、

固くしまっている）

第１８図 ＳＴ１２竪穴住居跡
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ａ‐ａ’，ｂ‐ｂ’，ｃ‐ｃ’
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％、同粘土質

シルトをブロック状に２０％含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色粘土質シルト （同シルトをブロック状に１０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）
４ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （細根を含む、１０ＹＲ３／４粘土質シルトをブロック

状に１０％含む）
５ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （細根を含む、１０ＹＲ３／４粘土質シルトを斑紋状に

５％含む）
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ３／４粘土質シルトブロックを１０％含む）
ｄ‐ｄ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト
３ １０ＹＲ４／６粘土質シルト （礫含む、地山）
４ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
５ １０ＹＲ４／６粘土質シルト （礫含む、地山）
６ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ３／４粘土質シルトブロックを１０％含む）
ｅ‐ｅ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫含む）
ｆ‐ｆ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
２ １０ＹＲ４／６粘土質シルト （礫含む、地山）
ｇ‐ｇ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３を５％含む、炭有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫層、地山）

ｈ‐ｈ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトを１０％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトを５％含む）
３ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （地山）
４ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （砂混じり、地山）
ｉ‐ｉ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３を５％含む、炭有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫層、地山）
ｊ‐ｊ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
３ １０ＹＲ４／６粘土質シルト （地山）
ｋ‐ｋ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト
３ １０ＹＲ４／６粘土質シルト （礫含む、地山）
ｌ‐ｌ’
１ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３を５％含む、炭有り）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （礫層、地山）
ｍ‐ｍ’
１ １０ＹＲ３／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
２ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （１０ＹＲ３／３シルトブロックを５％含む）
３ １０ＹＲ４／６粘土質シルト （地山）
４ １０ＹＲ４／４粘土質シルト （炭化物有り）
５ １０ＹＲ４／６ （地山、礫含む）

第１９図 ＳＴ１３竪穴住居跡

Ⅲ 検出遺構
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Ⅲ 検出遺構

埋 設 土 器

ＳＫ１７
１ １０ＹＲ２／３黒褐色シルト （黄褐色シルトブロックを少量含む、もろく崩れやすい）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （炭化粒微量、褐色シルトブロック少量含む、柔らかい）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （炭化粒微量、暗褐色シルトブロックを少量含む、固くしまっている）
ＳＫ４４
１ １０ＹＲ３／２黒褐色シルト （やや粘土質、炭化物を粒子状に４％含む、細根に富む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色粘土質シルト （炭化物を粒子状に１％含む、礫石を含む）
３ １０ＹＲ３／３暗褐色粘土質シルト （１０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト＝地山塊を混入）
ＳＫ４６
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４シルトを斑紋状に１０％含む、炭化物を粒子状に含む）
２ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４ シルトを斑紋状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （１０ＹＲ３／３シルトをブロック状に１０％含む、礫混入）

ＳＫ４７
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （５!大の小礫を含む）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトをブロック状に２０％含む、しまりない）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （１０ＹＲ４／４粘土質シルトブロックを１０％含む、しまりなく崩れやすい）
ＳＫ５１
１ １０ＹＲ３／３暗褐色シルト （しまりない）
２ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （１０ＹＲ４／４シルトをブロック状に２０％含む）
３ １０ＹＲ４／４褐色シルト （１０ＹＲ３／４シルトを斑状に１０％含む）
ＳＫ５４
１ １０ＹＲ３／４暗褐色シルト （やや粘土質）
２ １０ＹＲ４／４褐色粘土質シルト （地山）

第２０図 土坑・土器埋設遺構

とんど見られないため、所属時期を推定できるものは少なかった。以下では、形態の相違から

分類した幾つかの代表的な事例を報告する（第２０図）。

ＳＫ４４は長軸が約３．７#規模の不整な長方形を呈するもので、検出当初は住居跡の一部かと

も思われたが、掘り下げ後に大型の土坑として登録した遺構である。調査区西半域の中央部に

位置し、付近は攪乱や削平が著しいため遺構の空白区域となっているため、単独的な在り方を

示す。含まれる遺物は少なく、同一個体の粗製深鉢破片が２０数点出土したのみである。

ある程度の出土遺物が得られた遺構は、ＳＫ１７・５４・１３１、ＳＸ１０８等であった。これらは、

ＳＴ１と重複関係にあるＳＫ１７を除けば、北側段丘縁辺部に配されている。土坑群は他を含め

て円または楕円形状を基調とし、径６０～１００"規模のものが多い。

形態袋状となる土坑は、ＳＫ４６・４７・５１の３基である。いずれも調査区（段丘）西縁部に位

置し、中壁が掘り込み口よりオーバーハングしながら底面に至る。付近の地山は砂質であった

ことから崩壊し易く、壁面の崩落が重なった例もあり、完掘時まで検出段階の平面プランを保

てなかった。これらの形態的特徴は、全周においてオーバーハングはせず、壁面が垂直あるい

は途中に段を形成する部分も見られたことである。

ＳＴ６西辺と重複しこれを切って構築されるＥＵ１２９は、掘り方と同規模の深鉢が横位の状

態で出土したことから、埋設土器と認識した。深鉢は器高４３"超の大型土器（第３６図）で、埋

設状況は南北方向の横位に、南方を向く口縁部をやや上向きにして据え置いていた。検出段階

で上部が欠損していたため、復元できたのは全形の５分の３程である。
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北 陸 系 土 器
の 凌 駕

Ⅳ 出 土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は整理箱にして３２箱分量で、分布や出土状況等については第Ⅱ・

Ⅲ章で記述してきた。これら遺物の年代観は主として縄文時代中期前葉のものと捉えられ、土

器編年における一定時期の範疇に収まると解される。また、出土土器は新保・新崎式に比定さ

れる北陸系のものが主体をなし、土着の大木式土器の占める割合は低いことが特徴として挙げ

られる。ここでは、出土遺物を土器（土偶２点を含む）と石器・石製品に大別し、土器に関し

ては最初に遺構単位で器種・器形を中心として述べ、次節で様式・文様を主にして分類した群

毎の様相を記述し、遺物個々の説明をしていきたい。

１ 土器・土製品

ＳＴ１出土土器（第２１図）

掲載資料から知られる深鉢の器形は、口辺部が直立する円筒形式である。口縁形状は平口縁

となるもののほか、波状口縁を形成するもの（５）が見られる。図上復元できた例には、口径

３０!超と１４!程を測る二種があり、法量的な大小が存在する。口縁の作出からも区分され、１・

２のように口唇に面を有す形態や丸みを帯びる７のほか、４は口縁が短く外反する器形を呈す

る。また、５は波状突起に三叉の凹部が入り、口唇に厚みを持たせている。これら深鉢に付さ

れる地文は、ＬＲまたはＲＬの斜縄文である。

ＳＴ２出土土器（第２２図）

掲載資料６点のうち、器形および口縁形態が窺えるのは１点のみで、他は深鉢口辺部や胴部

片の拓影図である。１は口径約２４!を測る円筒器形で、４単位の山形突起を有すると思われる

口縁形態の深鉢である。突起部口唇に面を持つ作りで、胴部から口縁まで屈曲のない直線的な

器形を呈し、口辺部文様帯以下の地文にはＲＬ斜縄文が施文される。他には、木目状撚糸文を

地文とした胴部破片（６）が認められる。

ＳＴ３出土土器（第２２図）

口縁部片を主として６点を図示したが、図上復元により器形を知り得る資料は１点である。

口縁部資料の４点のうち、１・２はキャリパー器形、３・４は円筒形を呈す深鉢かと推測され

る。これらは２を除いて口唇に面を有しており、面は内側に向かって傾斜する内削ぎタイプと

なる。５もキャリパー器形深鉢の口辺部片と考えられる。６は口縁形態が緩やかな波状縁をな

し、口径約４５!に及ぶ大型の円筒形であるが、外傾度が大きく内弯気味で口縁に至るため、キャ

リパー形との中間形態とも見なさせる特徴的な器形を呈する。縄文地はＲＬ斜縄文が付され、

口辺部文様帯は横位および縦位に、胴部には斜め方向への回転で付文される。

ＳＴ４出土土器（第２３図）

器種に深鉢と浅鉢があり、破片拓影図では文様構成の一端が捉えられるものを中心に掲載し

た。１は全形が窺える資料で、口辺部キャリパー状の器形をなす深鉢である。器高３２!・口径

２３!程を測る中型品で、口縁に３対の山形突起が作出される。胴部の地文には、原体の長さ約

Ⅳ 出土遺物
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Ⅳ 出土遺物

第２１図 ＳＴ１出土土器
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第２２図 ＳＴ２・３出土土器

Ⅳ 出土遺物
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Ⅳ 出土遺物

第２３図 ＳＴ４出土土器
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４!のＬＲ斜縄文を横位に６段施している。３は浅鉢の下半部資料で、底部は高台風に立ち上

げた作りとなっている。３点掲載した口縁部資料のうち、４は口辺が外傾する円筒状器形、５

は外傾する口辺から口縁部を短く立ち上げるタイプ、６はキャリパー器形を呈す類である。１０

は深鉢頸部片であるが、断面の傾きから胴張りで口辺が外傾して開く器形が予測され、出土土

器全般の中でも特異な形態と見なされる。拓影資料の地文には木目状撚糸文を施すものが多く

見られ、他に斜縄文や附加条縄文（８）が認められる。

ＳＴ５出土土器（第２４図）

破片資料のみの出土で、器形が窺い知れるものはない。１は波状口縁を呈す深鉢口辺部片で

あるが、これまで掲載した資料とは異なり、粘土紐貼り付けによる隆線によって文様が構成さ

れる大木７式もしくは円筒上層式土器である。器形は口縁がくの字状に外反する。２は口唇に

面を有す口縁形状で、３は内削ぎ様の口縁形状を呈し、それぞれが円筒状形になると推定され

る。縄文地は２がＲＬの斜縄文、７・８が撚糸文を施文する。

ＳＴ６出土土器（第２５図）

土器のほかに、覆土中から出土した土偶の脚部片１点（１５）がある。土器は図上にて復元さ

れ器形・法量が明らかな１点を除けば、深鉢の部分的な資料である。１は筒形胴部から口辺が

外傾して開いた後に口縁が短く立ち上がる器形で、残存する口縁の傾きから山形突起が付く形

態と考えられる。地文には口辺部文様帯を含め、網目状撚糸文を施している。図上復元にて全

形が窺える２は、口径約２５!を測る円筒形平口縁の粗製土器で、縄文地には太めの撚糸文が用

いられ、口縁直下から施文される。３～８の口縁部資料は、直線的な作りから察して器形はい

ずれも円筒形と理解される。掲載資料の中で、１０は文様の特徴から大木７式に比定できる土器

である。１１は斜縄文地の上から縦位の撚糸圧痕文を付したもの、また１２は縦位回転の結節縄文

を施したもので、共に大木７式の範疇で捉えられよう。

第２４図 ＳＴ５出土土器

Ⅳ 出土遺物

附 加 条 縄 文
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Ⅳ 出土遺物

第２５図 ＳＴ６出土土器・土偶
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ＳＴ７出土土器（第２６図）

深鉢の胴部細片が数点出土したのみであり、器形は元より文様等から形式を判別し得るもの

ではない。図示したのは、木目状撚糸文を地文に持つ拓影資料１点である。

ＳＴ８出土土器（第２６図）

出土土器の器種に浅鉢を認め、図化した資料は深鉢片３点と２点の浅鉢である。１は平縁円

筒形、２は平縁に捻り出し状の突起を有すキャリパー形の深鉢、５は口唇に平坦面を築いて山

形突起を付す形態で、内弯する断面形からキャリパー口縁を呈す器形が窺い知れる。３は復元

して完形になった浅鉢で、口径約３４"・器高１３"程を測る。４単位の二叉状山形突起を持ち、

突起には左側面に円形様の抉りが施される。４の浅鉢は図上復元の口径約２６"を測り、口縁外

面に三角形様の隆帯を貼り付けて二重口縁を作出している。浅鉢に文様帯は認められず、地文

は２・３に横位回転ＬＲ縄文、４には撚糸文が施文される。

ＳＴ９出土土器（第２６図）

断片的な資料のみで、深鉢片８点を掲載したが器形や法量を窺えるものはない。１は回転方

向が一定しないＲＬ縄文を施し、底径１４"弱を測る。口縁部片の２は口縁が短く外反する形状、

３・４は直立する器形で口唇に内削ぎ様の面を有すタイプである。また口辺部片の６は、口縁

に向かって外傾して開く形態が予想される。７・８は中期末葉の大木１０式土器に比定される口

縁部片で、区画文様内に充填される地文は７がＬＲ、８はＲＬ縄文である。

ＳＴ１０出土土器（第２６・２７図）

図上復元完形品の１点を含め、深鉢資料６点を掲示した。１はＲＬ縄文が地文の筒形胴部片

で、胴径１３．５"程を測る。２はこれよりやや小型、胴径約１１"の下半部片で、施される縄文地

はＬＲ斜行文である。直立する口縁部片の３は山形突起を有す形状で、口唇から約１"離して

撚糸文を施文している。４はキャリパー器形を呈す口辺部片で、隆起線で文様帯を構成し、文

様帯内にはＬＲ縄文が充填される。全形が窺える５は円筒上層式に比定される土器で、平縁か

ら１２!高い山形突起を持ち、内弯する胴部から口縁部が短く立ち上がる器形である。法量的に

は口径約２２"、器高約２６"を測る。口縁には６～７!間隔で撚糸圧痕文を縦位に廻らし、山形

突起の頂上からは底部縁まで押圧文を垂下させている。地文はＬＲ縄文が付されるが、回転方

向が一定しておらず、上半では横方向を基本としているのに対し、下半では縦位での施文が目

に付く。６は底径約１６"規模の深鉢下部資料で、底部には網代痕が明瞭に観察できる。

ＳＴ１２出土土器（第２７図）

複式炉埋設の深鉢（２）をはじめとして１１点を掲載したが、ある程度の器形を知れる１・２

を除けば、断面と拓影図で表した破片資料である。１は底部からの立ち上がりが急激な小型品

で、口縁部を欠くものの外傾して開く形状が予想される。複式炉左辺石組みの下から出土して

いる。炉体埋設の２も口縁部を欠き、外傾する直線的な胴部を有する深鉢で、残存部の最大径

が約２４"を測る。これら複式炉に共時する資料が５～７および９～１１であり、細片ながら大木

１０式土器に比定できる。口縁部片の５・６からは、口縁が外反して開く器形と、直立する円筒

状器形の存在が明らかである。この２点は複式炉出土の１・２とは別個体であり、他の破片を

含めて同一個体と見なされるものはない。３・４は新保・新崎式土器で、口辺部片の３は頸部

で弱く屈曲して外傾する円筒状器形と推察される。

Ⅳ 出土遺物

大木１０式土器

炉 体 土 器
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第２６図 ＳＴ７～１０出土土器
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Ⅳ 出土遺物

新保・新崎式
土 器

大木７式土器

ＳＴ１１出土土器（第２８～３５図）

６０個体の深鉢と７個体の浅鉢を実測図化した。量的に北陸系土器が主体を占めるが、大木系

土器も一定量が伴出している。また、器形の窺える資料も多く、浅鉢を含めて形態や法量の多

様性が察知される。深鉢は円筒状形とキャリパー状形を呈すものに分かれ、口縁形態が新保・

新崎式で平縁もしくは４単位を基本とする山形突起を付す形状、大木７式では４単位の波状縁

となるものが認められる。以下では掲載順に従って、口辺形態判明資料を中心に説明を加える。

新保・新崎式に比定される深鉢資料は１～３８・４０である。１は床面出土の復元完形土器で、

全形を窺える優品である。口径約２６"・胴径２３"・器高４２"を測り、口辺がキャリパー形を呈

す器形で、４単位の山形突起を付加する口縁形態となる。頸部でのしまりが強いために、口辺

の開き方がより大きい観を受ける。紡錘形の長胴で、胴部全面に地文として施されるＲＬ縄文

は節が大きく、回転方向が一定で整っている。２は口径約１２"を測る小型円筒形土器の口辺部

片で、二叉状の突起を付す。５は口辺が外反する円筒状器形、６は口縁まで直線的に外傾して

立ち上がる円筒状形深鉢である。共に口径２２"程を測る中型品で、口縁に４単位の突起を有す

る。７は口径約３２"、キャリパー口辺を持つ大型品の上半資料である。胴部上半片の８はミニ

チュア土器と目され、図上復元の胴径は５７!となる。１２は器高に対する口辺の比率が長い円筒

状器形で、口径約１４"・器高約１７"の小型土器である。口辺欠損の１３は１２より法量的にやや大

きく、胴部形状がバケツ形を呈している。１１・１４～３０は口縁部片、３１～３８には口辺部・胴部片

を掲示した。口縁部資料では山形突起を作出するものを７例認め、４単位の構成が考えられる

が、２２は約６"の間隔をおいて大小の突起が作出される。また、キャリパー形深鉢口縁部片の

２６は、破片左端に小規模な山形突起が見られ、その４"程右側には口唇に二対の粘土玉を載せ

て突起を形成し、さらに口縁内面には粘土紐を貼り付けた隆帯を廻らしている。３９は文様形態

から円筒上層式に比定されるものである。４０は口径約３９"・胴径約３５"を測る大型品で、形状

はキャリパー状形・平口縁を呈する。なお、文様構成等については次節に譲りたい。

４１～４６は大木７式に比定される土器群で、深鉢・浅鉢の器種が認められる。深鉢には法量差

による大・中・小の三者があり、いずれも口縁形態が４単位の大波状縁となる。一方、４３に掲

載した浅鉢資料は突起部を有しない平口縁である。深鉢の器形は口辺部が内弯するキャリパー

状のものと、胴部から直線的に外傾する円筒状形に分かれる。４１は口径約３８"・現存器高２４"

を測り、口辺内弯器形を呈す大型品である。波状突起部は台形様になり、頂部に約６"幅の平

縁を形成する。地文は文様帯以下の胴部に施され、ＬＲ縄文が用いられる。４２もこれとほぼ同

じ形態・法量の深鉢で、図上復元した口径は約４０"を測る。波状突起端部は幅広の作りとなり、

４１同様に口縁内側を肥厚させるのが器形的特徴である。地文は口辺部文様帯内にも施文される。

４３は浅鉢の上半資料で、一周の復元が可能であった。口径は約４０"になり、外傾して開く体部

から口縁部が直立し、口唇をわずかに外側へ引き出している。口縁は深鉢と同じように、内側

が肥厚した作りとなる。４４は口辺が直線的な円筒形を呈し、口径約３４"を測る中型の深鉢で、

４１・４２と比較して波状突起の規模が小さくなる。また、口縁の作りは外面が肥厚するもので、

約１"幅が凸帯状に成形される。地文は口縁直下から施され、ＲＬ原体の施文方向を変えて部

分的に無結の羽状縄文を作出している。波状口縁突起部片の４５は、頂部が凹状に窪む。４６はほ

ぼ完形で出土した小型深鉢の優品である。口径約１６"・胴径約１１"・器高１９"程を測り、山形

４０
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第２９図 ＳＴ１１出土土器（２）
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第３０図 ＳＴ１１出土土器（３）
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第３１図 ＳＴ１１出土土器（４）
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第３３図 ＳＴ１１出土土器（６）
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第３５図 ＳＴ１１出土土器（８）
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の波状口縁をなしてキャリパー状の器形を呈する。口縁は内面に稜線を築き、突起の先端を摘

み上げるように引き出している。胴部の地文として、縦位回転の結束羽状縄文が施される。

４７～５０には浅鉢を、５１以下には地文施文のみの粗製土器を掲示した。浅鉢には大型品と小型

品を認め、小型の４９は復元完形品である。口径１１!・器高約５!で、口縁形状は２対の山形突

起を付すものである。体部は無文となり、胎土中の砂の動きにより右から左方向への削り等を

施し、器面を整形したことが窺える。上半資料の５０は図上復元の口径約４１!を測り、４単位の

山形突起を有す器形で、口縁部形態は屈曲のない直線的なものとなる。縄文地は４７・４８を含め

てＬＲ単節である。５０の口縁には沈線が施され、突起部では形状に合わせて「入」の字状に引

かれる。他に、第３４図に掲載した５６・５７も浅鉢器形と認識され、５６は口縁部が「く」の字状に

内弯し、口唇に面を持つ作りがなされる。５７は波状口縁を呈す突起部で口縁が短く外反する形

状を見て取れ、口辺断面の傾き具合から浅鉢と考えたが、キャリパー形態を呈す深鉢の可能性

もある。口縁内面に稜線を築く成形法や波状縁となることから、大木７式に考定されるもので

ある。粗製の深鉢では口辺部形状に相違があるものの、全形を知り得る５１・５３をはじめ大方が

円筒形態と見なされる。縄文地は単節斜行文以外に５１・５５・６３が縦位回転の結節縄文、５８・６０

は結束縄文、５９にＬＲＬの複節縄文が施される。

その他の遺構および包含層出土土器（第３６・３７図）

住居跡以外の土坑等から出土した土器、および遺構検出時にグリッド（Ｇ）単位で取り上げ

た包含層出土のもので、器形や文様が窺える資料を掲載した。ＥＵ１２９埋設土器は器形と文様

構成が知れる優品で、口径約３２!・胴径３１!・器高４３!を測る大型の深鉢である。口縁部が短

いながらキャリパー形を呈し、突起を付す口縁形態となる。文様は全面に割り付けられ、胴部

の沈線区画内には格子目状文が充填される。ＳＫ１７・１３１出土土器片は、円筒形深鉢の形態が

予測できる口辺部資料である。２点掲示したＳＸ１０８出土の深鉢胴部片のうち、１は厚い器壁

が特徴的な資料で、２!の器厚を測る。地文には撚糸文を施し、円筒上層式の可能性が高い。

２は大木７式に属すと思われるものである。

第３６図下半と第３７図には包含層出土土器を取り上げた。１～３は円筒上層式に比定される深

鉢の口辺部片で、厚手の器壁となる。１は外反する口辺に４単位の突起を有す波状縁の器形が

推測され、２は平縁に隆帯を縦位に巻き付けて作出した突起を持つものである。胴部の地文は、

３に縦位回転のＲＬ縄文が認められる。４～６は大木７式の範疇で捉えられる資料で、６は浅

鉢の口辺部片と判断される。７～１０・１３は新保・新崎式土器で、９が突起を付加する浅鉢片、

他は円筒状器形を呈す深鉢資料である。口縁が外反する７は口径約２６!、８はこれより幾分小

型で口径２１!程を測り、７の胴部地文は結節縄文が縦位回転で施される。１０は厚みのある山形

突起を有し、口径約２１!と推定される。１３も口縁が肥厚する形状である。口径１５!を測る１１は

４単位の波状縁をなす小型品で、口縁直下から施文される縄文地には結節縄文が用いられる。

１２も法量的にはこれと同一かと思われる。１４は折り返し口縁が特徴的な深鉢口辺部片で、出自

は東関東地方と考えられる。１７は口径１９!を測る平縁の円筒形深鉢で、器面に地文も施されな

い無文土器である。１５・１６は大木１０式比定の口辺部片で、１５は浅鉢器形が予想される。文様の

構成は１５が隆線で、１６は沈線によって行われ、内部に縄文地文が充填される。１８の土偶脚部片

はＳＴ６検出面上で取り上げたもので、前述資料との関連が当然考えられる。

Ⅳ 出土遺物

円筒上層式土器
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第３６図 土坑・包含層出土土器
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分 類 基 準

縦位半隆起線文

蓮 華 状 文

第３８図 第１群土器

２ 縄文土器の分類

分類に当たっては土器様式を第一の要因とした上で、主体的に出土した新保・新崎式土器に

ついては、文様構成を基本として群を設定した。また、粗製土器や胴部・底部片等に関しては

それぞれ一括して扱った。なお、新保・新崎式土器では二種以上の文様系列を認めた場合、主

に上位置にある文様帯を優先させて分類している。したがって、その個体で主体となる文様が

必ずしも基準とはなっていないことを断っておく。

第１群土器（第３８図）

第６群までを新保・新崎式土器に含め、文様系列の相違により分類した。本群は口辺部に縦

方向の平行半隆起線文が認められるものを一括した。１１点が該当し、縄文地文の有無でＡ類・

Ｂ類に分類し、隆起線の間隔などによりさらに細分が可能とも考えられる。

１は頸部と口縁部に引いた横位半隆起線で文様帯を区画し、この間に地文の上から縦位で引

いた半隆起線文が施される。さらに単位不明ながら、口縁部の半隆起線に繋がる渦巻文を付け

て突出させている。山形突起を有す口縁形態が予想されるが、渦巻文は突起と連鎖する位置に

はなく、突起の中間に施文したものであろう。また、頸部の半隆起線文間には隆帯を廻らせ、

隆帯上に縄文を施文している。１と同様に、地文の上から縦位半隆起線を引く例（Ａ類）は３

に限られ、他は文様帯内に地文を施さないものである。２・６は文様帯を画する横位の半隆起

線に爪形文が付加され、６ではその下位の半隆起線に鋭角的な三角形状の刺突文を認める。さ

らに６は、山形突起から垂下する半隆起線を引いて区画したことが解る。１１の文様帯内には、

楕円状の突起を貼り付けたと思われるが剥落して遺存せず、その痕跡のみを残す。

第２群土器（第３９・４０図）

口縁の、または口縁部の横走する文様帯内で、ヘラ先を使用した縦の沈線（細線文）が認め

られる土器をまとめた。中には、文様帯に三角形の印刻を連続して施す蓮華状文を持つものが

あり、分離すべきであろうが数的制約から細線文の範疇に一括させ、群中で前者をＡ類、後者
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をＢ類として区分しておく。

１２～２０は口縁に細線文が施され、器面の剥離で口縁文様が不明瞭な２０を含め、一周を施文し

ているものと考えられる。１２は口縁直下から施される撚糸文上に、口縁部を横走する半隆起線

で画した後に細線文を刻んでいる。１３・１９は細線文下位に爪形文を伴うもので、縦位沈線の施

文は他に比べて等間隔で丁寧に刻まれる。山形突起を有す１７でも、横位半隆起線２条目に爪形

文の痕跡が見て取れる。そこでの施文順は、突起下位に引かれる縦位半隆起線で文様帯を区画

した後、横位半隆起線を廻らせ、細線や爪形文を充填している。２０は口辺部無文帯に突起を貼

り付け、そこから半隆起線を胴部へ垂下させている。２１は口縁突起部にのみ縦の沈線が刻まれ

るもので、主文様とはなっていないことから他の群例へ含めるべきかもしれない。突起左端に

縦位半隆起線が引かれ、その右側に引かれた６本の沈線が細線文となっている。口縁突起の下

位で口辺部無文帯下に突帯を付け、鍵手状に半隆起線を伸ばして胴部を縦位に区画する。その

後に無文帯下位へ、鍵手状半隆起線の右側を起点とした４条の半隆起線を右回りに横走させて

いる。これは突帯の左で止められ、終点に引いた縦位半隆起線で収束する。見た目には、口縁

突起左端へ施文した線に繋がるような感も受ける。また、この縦位線を切って、先の鍵手状隆

起線に平行する線が最下の横位線を延長させたように引かれ、胴部を画する。２２は口縁部最上

段の文様帯に、４～５!間隔で施された細線文が一周する。文様帯の幅は一定ではなく、口縁

形態に合わせて山形突起部で広くなっている。３単位ある口縁突起の下位に隆帯を貼り付け、

突起右端から延びる半隆起線と繋ぐことによって「し」の字状の意匠となる。さらに外側にも

第３９図 第２群土器（１）

Ⅳ 出土遺物
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半隆起線を沿わせ、その終点が細線文下位の横位半隆起線へ接続する。口縁突起の影響を受け、

細線文帯とその下位の横位線は、「し」の字状文の左右で段違いとなる。また、口縁突起の中

間に当たる文様帯内に二瘤状の突起を設けて区画しているが、無文帯上位の横位線はその右側

で半隆起線を引くのに対し、左側では貼り付けられた隆線であることが注意される。

２３は唯一Ｂ類に属す事例で、口縁部に作出された細線文帯下辺に、ほぼ細線５本間隔で三角

形の印刻を施す。これは、逆位の蓮華状文である。口辺部の意匠は、４単位と推測される口縁

突起から半隆起線を垂下させ、そこまでの範囲を口縁部文様帯としている。突起中間部位には

口辺部無文帯にかけて、中央部がヘラ先で抉られたＵ字状突起が付され、蓮華状文下位の横走

線はこの部分でＵ字形に切られる。なお、この突帯にも細線が引かれる。無文帯を挟んで頸部

を廻る２条の横位線で胴部と画し、胴部は縦位半隆起線で分割されるが、文様構成の単位はい

まひとつ判然としない。半隆起線文はＢ字状文をはじめＵ字状文や曲線文を基調とし、特異な

菱形文やＬ字形の組み合わせによる階段状文などが見られる。これらの区画線内に沈線を引い

て充填することを特徴とするが、全体としては無文帯の方が多いようである。区画内充填は部

位により異なり、正位や斜位の格子目状文と横線または縦線のみの区画に分かれる。

第３群土器（第４１・４２図）

口辺部の主要文様として、横位無文帯を持つものを本群とした。第２群中にも認められた文

様であるが、他には爪形文等しか有しない一群である。

キャリパー口辺を呈す２４は、口縁部と頸部を半隆起線と爪形文で横位に区画し、無文帯が作

出される。頸部文様帯にＵ字状突起を付すが、その単位は不明である。４単位の口縁突起を持

つ２６・２７は、その形態に合わせて半隆起線が引かれており、無文帯も口縁形状に沿って作出さ

れるようだ。２７では頸部文様帯に円形の突起を設け、胴部には縄文地文の上から縦位の直・曲

状半隆起線を施す。なお、胴部は全周の約３分の２が残存するが、文様に企画性は認められな

い。３０～３２では無文帯の幅が狭く、多条に引かれる横位半隆起線の残影的な存在となっている。

３７は無文帯下位に横位線で区画した１５!幅の文様帯を作り、等間の縦位線で埋めている。無文

帯にかけて付加される突起は渦巻状を呈し、ここから縦方向の半隆起線を上下に引いて器面を

分割したようである。ＳＴ１１出土の３９は、口縁突起左端から無文帯まで「し」の字状突起を垂

下させて４分割する。さらに、その中間地の頸部にも同様の突起がやや右下がりに付されるが、

残存するその右側の同地点には、剥落しているものの２１と同じような鍵手状突帯を施し、そこ

から引かれる縦位線が底部まで伸びる。したがって、頸部突起は他２単位の形状が不明ながら、

対面同士が共通となる二種の意匠を持ったものと推定される。頸部には５条の半隆起線を引い

て胴部と区画しているが、「し」の字状突起の左右でほぼ１条分のズレが生じる。胴部文様は

縄文地上に施される縦位の直・曲状半隆起線を主体とし、頸部下ではこれを横位線で繋ぐ施文

例が目に付く。これらは線の切り合いから見て右回りに施文され、頸部突起からの垂下線等で

４単位に分割したことが展開図から読み取れる。

第４群土器（第４３図４０～５０）

口辺部を横位半隆起線文で区画し、前群の無文帯部に縄文地文が残されているもので一群を

設け、１１点を該当させた。地文施文後の口辺部に半隆起線を引き、区画された範囲にナデ調整

を加えることによって無文帯が作出されると考えられるが、ナデ消し手法が不充分かあるいは

Ⅳ 出土遺物
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第４１図 第３群土器（１）
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第４２図 第３群土器（２）
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第４３図 第４・５群土器
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意図的にこれを省いたと推察される事例を含め、「残されている」との認識でまとめた。

４０は口縁突起から垂直に縦位線を引き下ろした後、上下の横位線が施される。波状縁中間地

の下段文様帯には疣状突起を貼り付け、これを起点として上下に縦位半隆起線を引いている。

区画内は摩滅のため所々で地文が途切れるが、ナデ調整は認められない。４１は横位線１条とほ

ぼ同じ幅の文様帯で、地文が残されなければ半隆起線との区別が難しいほどである。これも残

存部で見る限り、ナデ調整は行われない。４２は口縁部に５条の横位線を引いて中間に爪形文を

施し、これを切るＪ字状の半隆起線で縦位に分割する。区画内の地文は一部でナデ消しが認め

られ、この部分の器壁が薄くなっている。４３は口縁突起下の下段横位線に半月状突起を付け、

横位線から繋がる半隆起線でこれを廻って胴部へ垂下させる。さらに、垂下線と平行してその

右側へもう１条の縦位線を引き下ろす。また、摩滅して判別し難いが、半月状突起には撚糸を

押圧しているようだ。なお、突起は口縁突起と対になる位置へ２箇所、口縁突起の中間地で１

箇所の計３個を貼り付けるもので、土器の正面観を意識した造形と認識される。爪形文下の区

画内にはナデが施されるが、調整が弱いために地文の痕跡がうっすらと残り、ナデ消しが行わ

れない部分もある。４５は４!幅の細い半截竹管で横位線が引かれ、施文される地文は無節のＬ

縄文である。

第５群土器（第４３図５１～６７）

口縁部の区画内に格子目文を施す５点（５１～５５）と、胴部に直・曲状半隆起線を施文するも

のをまとめた。後者には地文として格子目文が施されるものを含んでいることから、前者と一

括して扱うことにした。

５５は口縁突起から縦位に半隆起線を引いて分割し、平行する縦線を引いた後に横線を交差さ

せて格子目文が付文され、その後に横位半隆起線を引いて文様帯を区画したと見られる。他の

４点についても、格子目文の付文後に横位線で区画する施文法と窺い知れる。格子目文は先行

する縦線が深く、横線を浅く引くことが通有の事例として注意される。格子目文を胴部に施す

のは６４～６６の３例であり、このうち６４は施文後に縦位半隆起線で区画し、一部の区画について

はナデ調整を加えて無文帯を作出している。他の胴部資料は、縄文地の上から縦方向の半隆起

線を垂下や交錯させるもので、６７は小片であるがＢ字状文の一部かと思われる。

第６群土器（第４４図）

口辺部に横位半隆起線と爪形文を見るだけのもの、および口辺・胴部の小片で文様構成が捉

えられないものをまとめて第６群とした。

６９は口縁部に５条からなる横位線が引かれ、中間に刻目状の爪形文が施文される。７０は半隆

起線施文の彫りが深く、爪形文は押し引き法で丁寧に刻まれる。破片右端に口縁からの縦位区

画線を施すことが割れ口断面から看取され、その左側に見られる垂下線と相まって縦位に分割

したのであろう。口縁内面の隆帯が特徴的な７１は、半隆起線と１条おきに爪形文を施文する。

７２・７４・７５・８０は口縁突起部の資料である。７２は突起から隆帯を下げたようで、爪形文施文の

半隆起線は平面的で浅く、他の土器とはやや趣を異にする。７４・７５は突起から「ノ」の字状の

半隆起線を２条引いて左線を横位線へと繋ぎ、７４では「ノ」の字状の右線にも爪形文を施して

いる。８０は口縁文様帯内へドーナツ状の小突起が貼り付けられる。７９は口縁の器壁が薄い造形

で、内面には輪積み痕を明瞭に残す。施文に使用されるのは幅４!程の細い竹管である。８１の

Ⅳ 出土遺物
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爪形文は鋭角的に押し引きされるのが特色で、中間の区画内には格子目状文風の刻みを認める

が、摩滅しており定かでない。８５の頸部片には文様帯内に鍵手状と予測される突起を付す。８７

は半隆起線に爪形文様の刺突を加えた後、再度竹管で引いたらしく、文様がナデ消されるか引

きずられたようにして残る。９１は頸部突起から直・曲状の半隆起線を縦位に伸ばし、突起左側

には楕円状文を横位に引いて、内部に細かな爪形文を充填している。この上位に無文帯を持つ

ことから、第３群に含めるべきとも考えられる。９１と同様の突起を有する９２は、突起下位にこ

れを囲うような半隆起線を引く。

キャリパー器形・平縁を呈す９７は口縁に１条の横位爪形文を施し、口縁と頸部で折り返す鋸

歯状の隆帯を貼り付ける。口縁の折り返し基点には小突起を付す箇所が確認できるが、これは

４個残存するうち両端の２個に見受けられ、全周におけるその単位は不明である。隆帯にも爪

形文を施し、その区画内にはこれに沿った半隆起線がＶ字状に引かれる。以上のように爪形文

を主文様とするが、隆帯による文様構成の在り方などは、大木７式の影響を受けたものと理解

されるところである。

第７群土器（第４５図）

大木７ａ・７ｂ式に比定できるものを一括した。区画内に隆・沈線による文様を充填する土

器群であり、深鉢の器形は大半が波状縁を呈するものである。

９８は花弁状の突起を持つ波状口縁が印象的で、頂部に７列の刻み目が施される。口辺部の文

様帯は４単位に割り付けられ、波状縁と相応したＭ字状の隆線で区画される。頸部にも隆線が

廻らされ、Ｍ字状区画文との接点に円形の突起を貼り付ける。口縁とこれら隆線に沿って沈線

が施され、頸部で隆線下位に引かれた沈線によって胴部と画している。なお、頸部突起下位か

ら胴部に引かれる沈線はＹ字状の区画文であろう。Ｍ字状隆線とその線間の隙間、および頸部

隆線の区画中間地には楕円状の彫去文を交互に付す。また、同様の交互彫去文は口縁突起下の

半隆起線上にも認められる。９８よりも波状形態の大きい９９は、接合できなかった口辺部片を推

定復元して図化した。文様構成は９８と酷似するもので、口辺のＭ字状隆線とこれに接続する頸

部の横位隆線、および区画内や頸部に引かれる沈線からなる。隆線による区画文は突起部での

造形が不詳であり、突起下位に垂下する隆線が１条であることから見れば、これとは接続しな

いＶ字状の可能性が高い。また、隆線に施文される楕円状彫去文により、抉り取られる部分が

多いため、隆線は蛇行線となっている。その他の相違は、胴部の縦位区画が前者では口縁突起

の位置で行われるのに対し、本例ではその中間の波状縁谷部位で区画されることである。１００

は口辺文様帯を持たず、突起から垂下する２条の隆帯を貼り付けたのみの意匠が知られる。口

縁形態は前二例に比較して波状突起の高さが減じており、後出するものと考えられる。浅鉢器

形の１０１は明瞭な口縁部文様帯を有し、文様帯は５単位に区画されるようだ。１単位を２分割

して横長の楕円状隆線文を口縁から３段施し、上段には単位毎に隆線による円窓が設けられる。

各楕円状文の区画内には押圧縄文が付され、その輪郭を主体に加飾している。１０２は口辺に、

口縁形状と対応した隆線によるＸ字状文を施し、突起から下がる蛇行隆線で４単位に区画する。

１０３は文様帯を持たない地文施文のみの類であるが、器形と縦位回転の結節縄文から判断して

本群中に含めた。なお、結節される撚糸の一方は無節である点が注意される。口縁部欠損の１０４

は、横位区画線下に押圧縄文による鋸歯状文を認めるが、その他の文様については不明である。

Ⅳ 出土遺物
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口縁突起部片の１０５は凹部に３列の切り込みを有し、側面から見ると「９」の字状となること

から、両端の突出部を内側に折り込んで造形したことが窺える。１０６は隆線の剥落痕から、口

縁形状に相応したＡ字状とこれを囲うような区画文を付したことが解る。さらに、Ａ字文内に

も剥落痕があり、突起を貼り付けたようだ。縦位隆線の貼り付けは口唇内側から行われ、口縁

突起を巻き込むような隆線も付けられる。施文される押圧縄文は、区画内や隆線上および口唇

の平坦面にまで及ぶ。１０４と共に文様構成や施文法は円筒上層式に近く、本来的にはその範疇

で捉えるべきかもしれない。１０７は隆線文間に彫去蛇行文を配し、区画隆線に平行する沈線は

竹管の押し引きにより施される。１０９は口縁部文様帯に、粗雑な引き方で沈線による渦巻状文

が配される。浅鉢口縁資料の１１０は、欠損する突起から逆Ｙ字状の隆線を下ろし、これに沿う

沈線と共に文様帯を区画している。区画内には地文上から引いた渦巻状文を施文する。１１１は

口縁部の隆線による渦巻状文が目を引き、貼り付け後に線上へ縄文を転がしている。沈線の渦

巻状文も加えられ、施文法の相違で隆線が右巻き、沈線は左巻きとなる点は注意されよう。１１２

はＸ字状に襷掛けした意匠で、線内には爪形文が刻まれる。

第８群土器（第４６図１１３～１１８）

円筒上層ａ～ｃ式に比定されるもの、および五領ヶ台式の範疇に捉えられている下小野式土

器を合わせて第８群とした。

１１３は頸部に幅１３!程の隆帯を廻らせて区画し、口唇と隆線上に押圧縄文を刻目状に施す。

口辺部文様帯に３条一組と見なせる撚糸圧痕文が、間隔をおいて横位平行に施文される。頸部

隆線の上位には円形のボタン状突起を貼り付け、この突起上にも撚糸圧痕文を十文字状に付し

ている。１１４はねじれた口縁突起を持ち、その左側で縦位に貼り付けた隆線を垂下させる。縄

文押圧の隆線は頸部にも施され、口辺文様帯には１１３同様の撚糸圧痕文が認められる。１１５もこ

れに似た形状と看取されるが、口縁突起は二叉状の意匠になると思われる。１１６は細くて曲線

的な隆線が貼り付けられ、その上に施文される押圧文は少なくなるようだ。口縁に小突起を付

す１１７は文様帯を持たず、突起から底辺まで垂直に押圧される撚糸圧痕によって、地文施文後

の器面を縦位に４分割するだけの構成が知られる。

１１８は下小野式に考定される深鉢の口辺資料である。特徴的な折り返し口縁を有し、器面全

体が縄文施文され、口縁部にも文様帯を持たない。

第９群土器（第４６図１１９～１２８）

第７群中に含み得た資料を除いて、浅鉢器形となるもので一群を設定した。

１１９は口縁部内面に隆線を廻らし、突起部では垂下線と繋いで逆Ｔ字状に貼り付け、その接

点には円孔を設けている。１２５は文様帯が認められる唯一の例で、口縁に巻貝状に成形した突

起を載せる。その下位の口縁部にも突起を付し、これを巻くように鍵手状の半隆起線を引き下

ろして縦位に区画している。その後、口縁に横位の半隆起線を２条引き、上位には爪形文が施

される。幅１１!を測る太い竹管を使用し、入念に施文されたことが窺える。

第１０群土器（第４６図１２９～１３２、第４７図）

縄文施文のみもしくは素文となる、いわゆる粗製土器を一括した。

口縁が「く」の字状に内屈する１３２を除けば円筒器形の深鉢で、口縁まで直線的に立ち上が

るタイプがほとんどである。口縁に突起を形成するものに１３０・１３３の２例を認め、前者では特

Ⅳ 出土遺物
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第４６図 第８～１０群土器
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第４７図 第１０群土器
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第４８図 第１１群土器

６６



１５６（ＳＴ１０－１）�

１５７（ＳＴ５－８）�

１６６（Ｇ－１６）�

１７０（Ｇ－１５）�
１７１（ＳＴ１２－５）�

１７２（ＳＴ１０－４）� １７３（ＳＴ１２－１０）� １７４（ＳＴ１２－９）� １７６（ＳＴ１２－１）�

１７７（ＳＴ１２－２）�

１７５（ＳＴ１２－７）�

１６９（ＳＴ１２－６）�

１６２（ＳＸ１０８－１）�

１６７（ＳＴ９－８）�

１６８（ＳＴ９－７）�

１５８（ＳＴ５－７）�

１６３（ＳＴ６－１２）�
１６４（ＳＴ６－１１）� １６５（ＳＴ１－６）�

１５９（ＳＴ２－６）�
１６０（ＳＴ７－１）� １６１（ＳＴ４－１５）�

０� １０ｃｍ�

１：４�

第４９図 第１１・１２群土器

徴的な鋤先形となる。１３８は口縁部が外反する円筒形で、頸部に疣状の突起が付く。無文土器

の１４０は口縁に粘土紐を貼り付け、これによって生じる内外の段をナデによって整形し、口唇

を平坦に仕上げている。器面は横方向や右下がりの斜め方向へナデ調整されただけで、所々に

積み上げ痕を明瞭に残す。１４２は器高が４４!を測る長胴の円筒深鉢で、完形に復元したもので

は最大高であった。

第１１群土器（第４８図、第４９図１５６～１６５）

口縁部欠失のためその形状と文様構成が不明な地文のみの胴部片と、底部資料をまとめた。

１４３は口辺直下の位置に約３．５!の長さで横位半隆起線を引き、これに直行する長さ５．５!の

馬蹄形状となる半隆起線を縦位に入れる。文様施文はこの部位にしか確認できなかったことか

ら本群で扱ったが、本来は第６群に含むべき資料であろう。底部資料では径７．４!から１６!超

までの幅があり、胴部への立ち上がり角度からすべて深鉢器形となるものである。胴部下端の

立ち上がり部位で縄文施文の状況を見ると、ナデにより器面調整するものが大半を占めるが、

１４９のように底部境界にまで施文が及ぶ例もある。

第１２群土器（第４９図１６６～１７７）

中期末葉の大木１０式に比定されるものを本群とした。隆・沈線によって囲んだ文様内部に地

文を充填する土器群で、１２点を該当させた。

１６６～１６９は沈線文系で、線引き後にミガキを加えた調整沈線で縁取りされる。１７０～１７５は隆

線文系で、浅鉢器形の１７０は裾広がりで頂部に稜を持つ隆線が目を引く。その他は稜のない低

Ⅳ 出土遺物

胴部・底部片

大木１０式土器
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Ⅳ 出土遺物

打 製 石 器

磨 製 石 器

礫 石 器

い隆線が作出され、１７３では隆線内側に調整沈線を伴っている。１７６・１７７はＥＬ１０１複式炉埋設

の土器で、口辺部を欠いた胴部地文のみの深鉢であるが、出自と時期が明らかなため前群とは

分類して本群へ置いた。

３ 石器・石製品

石器には打製石器・磨製石器・礫石器の別がある。打製石器は数的に少ないながら、石鏃・

石錐・尖頭器・石匙・石箆・掻器・削器などの定形的器種が認められた。一方、磨製石斧は１

点出土したに過ぎない。また、礫石器では凹石・磨石・石皿などを認めている。（第５０～５６図）

計１６点を数える石鏃は、基部の形態的な差異により凹基鏃（１～１０）、平基鏃（１１）、円基鏃

（１２～１４）、有茎鏃（１５・１６）に分類可能である。１７～１９の石錐は錐部に軽微な磨耗が認めら

れ、基部には不明瞭な摘み部分が作られている。１７・１８は長い尖頭部を持つのに対し、１９は剥

片の一端を尖らせて錐部としたものである。２０・２１は両面加工によって尖った先端部を作出し

た尖頭器としたが、２１は形態が整わず加工も粗いことから未成品と見なされ、石箆の可能性も

考えられる。２２～２６は石匙であり、基部に相対する二つのノッチを入れることによって作出さ

れた摘みを持つ。これらは摘みと刃部の位置関係から、下辺を刃部とする横形の２２～２４と、側

縁が刃部となる縦形の２５・２６に分類できる。形態的に整っているものはなく、２４は他と比較し

て加工の剥離技術が異なることから考えると、三脚石器の可能性もある。３点認められた石箆

（箆状石器）はいずれも撥形を呈し、刃部は丸みを帯びる。２７の刃部は片刃状となる。大型の

２８は刃部の形成が明瞭でなく、側辺の打撃も不規則なため未成品と判断される。２９は平面形態

が鋸歯に近い両刃状の刃部を持つ。３０～３４は掻器である。急角度の調整加工によって刃部を作

出したもので、縦長剥片のほかに横長剥片も用いられるが、いずれもその剥離軸端に刃部が作

出される。３０・３２・３３は側縁にも調整加工が認められるが、角度が浅く掻器の刃部とはならな

い。打面部分が欠損している３１はバルブが発達しており、かなり強い圧縮力で剥離されたこと

が窺える。刃部の形態は直線的で、弧状形態を呈する他とは異なっている。３４は剥離軸両端に

コーンの残った剥離面がある。９点掲載した削器は、素材の形状や刃部の作出方法・位置関係

などから分類できよう。３５は主要剥離面が正面側に見られることから、剥離の際に強い圧縮の

力が働き、弾け飛んだ剥片を素材にしたと考えられる。３７は尖頭状形態のもので、左辺に急角

度の押圧剥離を施し、右辺は平坦な押圧剥離で縁辺を作出している。使用痕は右辺で確認され

たことから、左辺の加工は刃部を作出するものではなく、刃潰しの加工と推測される。４２は左

辺の両面に押圧剥離で加工を施し、右辺には背面側に微小な剥離痕が分布する。右辺に使用痕

が観察されたことから、左辺は３７同様に刃潰し加工と考えられる。４３は大型の剥片を素材とし、

背面側は節理面で覆われている。素材の両側辺は切断や直接打撃による加工で整形しており、

刃部を作出する加工というよりは、保持・着柄に関係する基部加工と想定される。

磨製石斧（４４）は両側縁が面取りされる定角式のものである。平面形態はやや中膨らみの二

等辺形で縦断面形がレンズ状を呈し、刃部は両刃となる。垂飾り等の装身具と思われる有孔石

製品は４点を認め、４５・４８では穿孔が複数施される。５０～６５は凹石・磨石の類、６６はＳＴ７か

ら立位の状態で出土した石棒状の礫である。石皿は容器状に整形して外縁を有する６７と、扁平

な河原石の一面を敲打と磨きにより水平に仕上げた６８の二例を掲示した。

６８
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第５１図 石匙・石箆・掻器
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Ⅳ 出土遺物

表２ 打製石器属性表

属性表は㈱アルカが作成し、項目を抜粋・編集して掲載した。
黒曜石の原産地分析については、㈱アルカを通じて国立沼津工業高等専門学校の望月明彦氏が行ったものである。

遺物
番号 器種 登録番号

出土地点 石材 刃部
形態 素材形態 残存率 長さ

（!）
幅

（!）
厚さ
（!） 観察所見

１ 凹基石鏃 RQ６ 黒曜石（諏訪星ヶ台群） なし 剥片 完形 １６．０ １３．５ ３．１

２ 凹基石鏃 RQ７ 黒曜石（羽黒今野川群） なし 剥片 先端欠 １５．２ １１．７ ３．７

３ 凹基石鏃 RQ２ 黒曜石（諏訪星ヶ台群） なし 剥片 完形 １８．５ １３．６ ４．２

４ 凹基石鏃 ST９ 頁岩 なし 剥片 完形 １７．５ １７．７ ４．９

５ 凹基石鏃 ST７ 黒曜石（和田土屋橋西群） なし 剥片 完形 １８．８ １３．６ ４．６

６ 凹基石鏃 ST１１ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２２．１ １６．９ ５．２

７ 凹基石鏃 ST７ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２３．４ １７．１ ４．７

８ 凹基石鏃 RQ５ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２３．５ １９．６ ５．２

９ 凹基石鏃 ST１１ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２７．３ ２０．９ ５．４

１０ 凹基石鏃 ST１１ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２９．０ １８．８ ６．９

１１ 平基石鏃 RQ２８ 黒曜石（羽黒今野川群） なし 剥片 完形 １３．８ １４．３ ４．２

１２ 円基石鏃 ST１１F１ 黒曜石（羽黒今野川群） なし 剥片 完形 ２８．７ ２０．５ ７．９
他の石鏃にみられる押圧剥
離と比較すると、その規模
が大きい。

１３ 円基石鏃 RQ１５ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２７．８ １８．６ ７．６

１４ 円基石鏃 RQ１４ 鉄石英 なし 剥片 完形 ３２．０ １８．８ ７．３

１５ 有茎石鏃 ST１１ 玉髄質珪質頁岩 なし 剥片 完形 ２６．３ １４．９ ４．５

１６ 有茎石鏃 RQ３ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ３６．７ １６．８ ８．７

１７ 石錐 X‐０ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ４９．４ ２１．４ ８．４

１８ 石錐 ST１１F１ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ４７．５ ２５．６ １１．９

１９ 石錐 ３８‐１７Ⅱ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ４４．６ ４１．８ １７．６ 錐部が磨耗している。

２０ 尖頭器 ST４ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ８９．１ ３１．６ １１．１

２１ 尖頭器 ST１ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ９２．１ ４２．３ １６．１ 加工から箆状石器の可能性
がある。

２２ 横形石匙 ST５F１ 珪質頁岩 直線 剥片 完形 ６３．５ ５９．６ １８．６

２３ 横形石匙 ST１１F１ 玉髄質珪質頁岩 直線 剥片 完形 ４３．４ ４９．８ ７．５

２４ 横形石匙 ST１１F１ 玉髄質珪質頁岩 直線 剥片 欠損 ４１．７ ３９．３ １２．７ 三脚石器の可能性がある。

２５ 縦形石匙 ST１１F１ 珪質頁岩 直線 縦形剥片 末端欠 ６３．８ ３３．５ １３．４

２６ 縦形石匙 ST１１F１ 珪質頁岩 直線 剥片 末端欠 ６５．２ ４６．５ １５．０

２７ 箆状石器 RQ４ 珪質頁岩 なし 剥片 完形 ６４．０ ２３．８ １３．０

２８ 箆状石器 ２５‐２５Ⅱ 珪質頁岩 外湾 剥片 完形 １０９．３ ５２．０ ２９．８ 未製品

２９ 箆状石器 ST１０F１ 珪質頁岩 直線 剥片 完形 ５８．０ ３０．４ １２．２

３０ 掻器 SK１７F２ 珪質頁岩 外湾 石刃状剥片 完形 １０８．５ ３９．３ ２１．５

３１ 掻器 ST１１F１ 珪質頁岩 直線 剥片 完形 ４５．３ ６０．２ ２１．０

３２ 掻器 ST１１F１ 珪質頁岩 外湾 石刃状剥片 基部欠 ５３．５ ３０．７ ７．１

３３ 掻器 RQ１１ 珪質頁岩 外湾 石刃状剥片 完形 １０８．２ ４２．５ １５．１

３４ 掻器
（未製品） １２‐９Ⅱ 珪質頁岩 外湾 石刃状剥片 末端欠 ７１．４ ３７．３ １４．５

剥離軸両端にコーンの残っ
た剥離面がある。素材を打撃
で折り取ったと考えられる。

３５ 削器 ２９‐１３Ⅱ 珪質頁岩 直線 剥片 右辺ガジ
リ ７０．３ ３５．２ １６．０ 剥離の際、強い圧縮力のた

め、素材が吹き飛んだ。

３６ 削器 ST１１F１ 珪質頁岩 直線 剥片 完形 ３３．１ ２１．３ ７．５

３７ 尖頭削器 ST１ 珪質頁岩 外湾 縦長剥片 完形 ７０．５ ３５．１ １４．２ 左辺の急角度は、刃潰し加工

３８ 削器 １３‐９Ⅱ 珪質頁岩 直線 剥片 完形 ７６．９ ４８．７ １３．６

３９ 削器 ３０‐１５Ⅱ 珪質頁岩 直線 石刃状剥片 末端欠 ５２．１ ２７．５ ９．５

４０ 削器 ２９‐１７Ⅱ 珪質頁岩 直線 剥片 末端欠 ６１．０ ３７．２ １５．３

４１ 削器 ST１２F１ 珪質頁岩 直線 石刃状剥片 完形 ８８．４ ３７．８ １１．２

４２ 素刃削器 ３１‐１９Ⅱ 珪質頁岩 直線 縦長剥片 完形 ７４．８ ２７．０ ９．３ 左辺の急角度は、刃潰し加工

４３ 素刃削器 ST１１F１ 珪質頁岩 直線 剥片 完形 ７１．５ ７２．８ １９．８ 両側辺の加工は基部加工
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第５３図 磨製石斧・有孔石製品・磨石
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第５４図 磨石
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第５６図 石皿
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Ⅴ ま と め

西向遺跡は鶴岡市大字中山地区の北西部に所在し、藤倉山北麓域の降矢川左岸段丘上に立地

する。今回の調査は一般県道三瀬水沢線道路改良工事及び二級河川降矢川臨時河川整備事業に

伴う緊急発掘調査で、遺跡にかかる１，６００㎡を対象として実施した。その結果、遺跡は縄文時

代中期前葉に営まれた集落跡であり、単発的ながら同末葉の遺構・遺物も検出された。

１ 検出遺構について

検出された遺構は、竪穴住居跡１４棟と袋状形態のものを含む大小の土坑が主である。分布状

況では、西側と南東部に空白域が認められる以外は密集した様相を呈しており、遺構群はさら

に南側に広がる状況が窺われた。東側には遺構が連続する様相は認めないが、掘削工事中に土

器の散乱が見られた事実や地形から察しても、遺構の存在は当然考えられるところである。

東半部に検出された竪穴住居跡はいずれも重複した在り方を示し、集落が数期間存続してい

たことが看取される。これらの切り合い関係から判断できる構築順は、ＳＴ４→ＳＴ２→ＳＴ

１・５、ＳＴ３→ＳＴ６→ＳＴ５の二例が認められ、三時期の存在が確実である。さらに住居

の配置関係や間隔、規模や主軸方向等を考慮すれば、ＳＴ３・４→ＳＴ２→ＳＴ１・６→ＳＴ

５という四段階での変遷が想定され、近接するＳＴ７は主軸方向からＳＴ１・６と、配置関係

からはＳＴ２との同時性が考えられる。共存性や時期の変移は出土遺物から検討可能であろう

が、二次堆積による覆土への混在が多い事実と、土器型式において一定の時期幅に収まる内容

から共時および新旧関係の検証は難しい。ただし、これら住居跡の変遷は、連続的あるいは限

られた時期内での移行と理解して大過ないと思われる。ＳＴ８～１０についても上記四期のいず

れかに存在したと考えられ、規模・主軸がほぼ同一のＳＴ８・１０は共存の可能性が高く、ＳＴ

１・６を含めた４棟がほぼ等間隔で配される。円形プランを呈す住居跡の存在は南・東側への

広がりが予想され、分布状況から遺跡範囲の中央部を基点にした環状配置であったと考えてい

る。したがってこの場合、検出住居跡群は北西部配置の一画という見方ができ、調査区南東端

の遺構空白域は、おそらくは集落の中心となる広場的な空間と想定されよう。方形プランを呈

すＳＴ１１・１３・１４も同一時期に機能していたと考えられるが、炉跡が検出されない状況から住

居としてではなく、例えば作業所のような用途で使われていたのかもしれない。ただ、実証す

るまでの根拠を調査で得ることはできなかった。ＳＴ１１とＳＴ１３では構築プランが異なるため

同時存在は考え難く、ＳＴ１１は近接するＳＴ８～１０との共存もあり得ないであろう。ＳＴ１３は

主軸方向が共通するＳＴ８・１０との、または配置が直線的となることから見てＳＴ３・４との

共存関係も窺われるところである。

集落は一端廃絶した後、次の展開は中期末葉となることが複式炉を持つＳＴ１２により明らか

である。住居は径３．４!と小規模なうえ、調査区外は不明にしろ段丘縁辺に単独で存在する状

況から、集落を形成したとは言えない。面積から察すれば１～２人規模と思われ、定住ではな

く狩猟や採集のために一時的に滞在したキャンプサイトと考える。

Ⅴ まとめ

中期前葉の様相

四 期 の 移 行

中期末葉の様相

７７



Ⅴ まとめ

徳 前 Ｃ 遺 跡

土坑群は住居跡外周の段丘縁辺部と、ＳＴ９・１０の南側に分布的まとまりが認められる。こ

のうち、特徴的な袋状の掘り方を呈すものは、調査区西端の段丘縁辺に分布する傾向が指摘で

きる。これらの土坑群は貯蔵穴や廃棄穴と考えられるが、遺物を含む例はほとんど見られない

ため所属時期を特定できるものは少ないが、貯蔵穴と見なせる袋状土坑は位置関係と性格から

ＳＴ１２に附随するものと捉えておきたい。また、調査区内から墓壙と考えられる例は検出され

ず、集落域の他の場所に存在することが予想される。

２ 出土土器について

今回の調査で出土した土器は整理箱にして２５箱分量で、その年代観は主として縄文時代中期

前葉前半のものと捉えられ、土器編年における一定時期の範疇に収まると解される。また、出

土土器は新保・新崎式に比定される北陸系のものが全体の約７３％を占め、中期末葉に帰属する

ものを含めた大木式土器の構成比率２４％に対して卓越していることが特徴である。前章中で

行った分類に当たっては土器様式を第一の要因とした上で、主体的に出土した新保・新崎式土

器については、石川県鹿島町徳前Ｃ遺跡（西野ほか１９８３）に倣い文様構成を基本とした群を設

定し、二種以上の文様系列を認めた場合は主に上位にある系列を尊重する方法を用いた。

第１群土器は口辺部に縦方向の平行半隆起線文を施す一群で、徳前Ｃ遺跡第３群土器に相当

させた。器形を窺える資料がなく不明確な点が多いが、キャリパー状器形と円筒状器形を呈す

るものがほぼ半数ずつ該当し、キャリパー状器形のものが大半を占める徳前Ｃ遺跡例とは幾分

異なるようだ。当群の系譜を新保遺跡出土土器の過半を占める第Ⅱ１型式（小島１９７７）に求め

ており、これに比較して縦位半隆起線の間隔が狭くなる点や、縄文地文を施さない種類が加わ

る点を指摘している。本群中でも１・３以外は地文が施文されないことや、密に引かれる半隆

起線の在り方などは、徳前Ｃ遺跡例に共通すると見て良かろう。

第２群土器は口縁部に細線文を施す一群（Ａ類）と、これに三角形印刻の加飾によって成立

する逆位蓮華状文を施すもの（Ｂ類）を採り上げた。Ａ類の細線文は関東の五領ヶ台式土器と

の関連が看取され、２２をはじめ横位無文帯と組み合わさる例が多いようだ。Ｂ類は徳前Ｃ遺跡

第４群土器に相当し、横位半隆起線上に爪形文を施文しないことがひとつの特徴となっている。

逆位蓮華状文は新崎式期で盛行する蓮華状文の祖形と見なされ、後に無文帯の上下に配置され

る文様パターンとなって新崎式に引き継がれると考えられている。また、無文帯が胴部の縦位

区画内にも作出される点は、後出的な要素と捉えるべきであろう。

第３群土器は横位無文帯を主文様とするもので、キャリパー状器形は少なく円筒状器形での

施文が目立つ。口辺部の突起が貼り付けられる位置は、無文帯にかかるかその下位の文様帯で

あり、第１・２群中の１・２２・２３等と比較して下がっていることが看取できる。本群は徳前Ｃ

遺跡第６群土器に相当するが、そこでの無文帯作出手法の認識は、一次的施文として地文を付

した後にナデ調整を施して無文帯を作出するという「積極的な施文として把握すべきもの」と

指摘している。すなわち、文様を施文しないで無文部を残すという「消極的な」作出法を否定

したもので、時期的に下がる場合は「手抜き」の論理によって無文帯を残すという形へ変化し

てゆくのかもしれないと予見している。本遺跡の例においても、第４群土器と相まって横ナデ

による調整を受けるのが通有であり、「積極的な」施文法と理解される。また、無文帯を区画
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する上下の横位半隆起線が、２６・３９や前群の２２等で突起あるいは隆帯の介在によって１条分の

段差を生じているのは、意図した造形であろうと考えている。

第４群土器は前群との関わりで縄文地文を残す一群である。掲載資料にキャリパー状器形を

知れるものはなく大半が円筒状器形と見なされ、胴部外傾度の大きい鉢形のもの（４０）を含ん

でいる。地文は部分的にナデ消されるか、無文帯に仕上げる調整が省略されたと考えられる。

第５群土器は口縁部に格子目状文を施すものと、直・曲状の半隆起線文を施す胴部片を一括

した。後者は第２群土器Ｂ類や第３群土器２７・３９の胴部に施文されていることから、口辺部文

様が明らかな場合はこれらに含み得るものと想定される。このうち、胴部に格子目状文を持つ

ものは、２３の事例から半隆起線のＢ字状文と組み合うことが予想される。格子目文の沈線は縦

方向を先行して引くことが基本で、２３のように半隆起線施文後に充填する手法は後出的と理解

して良かろう。なお、口縁部の正位格子目文は梨久保式（五領ヶ台Ⅱ式）との関連が想起され、

これに位置付けて考えるべきかもしれない。

第６群土器は口辺部に横位半隆起線と爪形文を見るだけのものと、文様帯を有するがその構

成が捉えられない口辺・胴部の小片をまとめた。ほとんどが部分的な拓影資料のため明らかで

ないが、前者は第３・４群に含み得るものも少なくないであろう。９７の大型深鉢は半隆起線に

加えて隆帯の貼り付けによる装飾を施すもので、大木７ｂ式土器との折衷形態と考えている。

なお、連結して鋸歯状となるＶ字文は、半截竹管による施文として前期末葉の朝日下層式から

新保式へ受け継がれる意匠でもある。

第７群土器は大木７式の範疇に捉えられる一群であり、器形や文様表現技法の差異から７ａ

式・７ｂ式に分類できる。器形では口縁突起の形態から見て、大波状縁を呈する９８・９９等は県

内での良好な資料が少ない中、宮城県小梁川遺跡第Ⅲ群土器（相原ほか１９８６）や、同中ノ内Ａ

遺跡第Ⅰ群土器（古川ほか１９８７）に類似することから、７ａ式へ含み得ると理解している。文

様においても、交互刺突の楕円状彫去文や胴部のＹ字状区画文などは古い要素と思われ、１０５・

１０７も７ａ式へ比定できよう。他は７ｂ式に帰属すると見て良いが、１０９～１１１に施文される押

し引きの沈線による渦巻文は、大木８ａ式の祖形的文様とも認識され、８ａ式への移行過渡期

の様相を示すものとして注意される。

第８群土器は東北地方北半の円筒上層式土器を主に扱った。１１３～１１５は隆線間に施文される

口縁平行の押圧縄文と、ｂ式で特徴的な折り曲げた縄文原体の先端による爪形押圧文が認めら

れないことから、ａ式の所産と考定している。１１６は小片であるが、隆線が細くなり弧状に施

される点から察して、ｃ式に属するものであろう。

以上の土器群は縄文時代中期前葉に位置付けられるものであり、量的主体を占めた第１～６

群の土器は北陸地方にその出自を求めることができる。これらは徳前Ｃ遺跡出土土器に極めて

近い土器群と考えているが、そこでの編年観は「新保式に後続し、新崎式に先行する位置」と

され、標準型式間の過渡的存在である石川県金沢市中平遺跡（沼田１９７６）の出土土器に照らし

ている。新保式土器は小島俊彰氏が１９７７年に行った資料再見の中で、口縁に斜格子目文を有す

第Ⅰ型式、口辺に縄文地文の上から縦位半隆起線を引く第Ⅱ型式、口辺に直・曲線を組み合わ

せた半隆起線を施す第Ⅲ型式、細線文や横位無文帯を持つ第Ⅳ型式と分類された。西野秀和氏

は徳前Ｃ遺跡出土土器の考察に際し、新保式に後続し中平式に先行する一時期を設定したなら

Ⅴ まとめ
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大木１０式土器
の ３ 分 類

使 用 痕 分 析

ば、「器形の変化や文様の流れをスムーズにとらえられる」との観点から、第Ⅰ～Ⅲ型式と第

Ⅳ型式を分離する案を提示している。そこでは第Ⅰ～Ⅲ型式を新保式（朝日下層・新保様式第

２段階）に比定し、第Ⅳ型式と徳前Ｃをこれに後続させ（同第３段階）、中平式（新崎様式第

１段階）→新崎Ⅰ式（同第２段階）へ移行する編年を構築している。本遺跡の土器群を具体的

に当てはめるならば、第１群Ａ類と第３群土器が朝日・新保様式第３段階、第１群Ｂ類と第２

群Ｂ類を新崎様式第１段階へ編入できると考える。

第１２群土器は、ＳＴ１２とＳＴ９・１０の覆土内から二次堆積遺物として出土した、中期末葉に

帰属する一群である。大木１０式土器の細分については宮城県大梁川遺跡の調査以来、遺物包含

層からの層位的な出土資料を基にした３分案が定着している（相原１９８８）。本群土器は口辺部

の小片が主であり、これに照合させるまでの情報は少ない。したがってここでは、沈線および

稜の低い微隆起線で文様が描出される様相から、１０式前半段階に位置付けるに止めておく。

３ 打製石器について

打製石器のうち、石匙・石箆・掻器・削器については実測委託と共に使用痕の観察・分析を

行った。以下には、㈱アルカの高橋哲氏による所見を記述しておく。なお、使用痕が確認され

たのは一部を除く掻器・削器と、石匙１点（２２）であった。

石匙では２２に非常に弱い光沢と磨耗が見られたが、線状痕は確認できず、具体的な使用方法

は特定できない。掻器は素材末端に作られた弧状刃部で、主要剥離面側に使用痕が確認された。

観察された光沢は主に乾燥皮などに生じるもので、石器の運動方向を示す線状痕は刃部に対し

て直交方向に走り、石器を引っ掻くように動かしたことが想定される。このことから、掻器は

乾燥した皮の掻き取りに使用されたことが考えられる。削器は素材縁辺に平坦な剥離で刃部が

作られ、使用痕は背面と主要剥離面の両面に観察された。光沢は皮や肉などで生じるタイプと、

骨や角などを対象に作業した時に生じるタイプが確認された。線状痕は刃部に対して平行方向

に走り、対象物を切断するような動きで利用されたことが想定される。したがって、削器は皮

や肉、骨・角などの切断や削りに使用されたと考えられる。打製石器には一通りの定形的器種

西野１９８３
（小島１９７７） 高堀１９８６ 加藤１９８８ 西向遺跡の

代表土器群 東北南半 東北北半

朝
日
下
層
・
新
保
様
式

（第１段階）
朝日下層式 朝日下層式 （前期末葉） 大木６式 円筒下層ｄ式

（第２段階）
新保式

新

保

・

新

崎

様

式

新保Ⅰ式
第Ⅰ様式

大木７ａ式 円筒上層ａ式第Ⅱ様式

（第３段階）
新保Ⅱ式

第Ⅲ様式 第１群Ａ類
第３群

新

崎

様

式

（第１段階）
中平式 第Ⅳ様式 第１群Ｂ類

第２群Ｂ類

大木７ｂ式

円筒上層ｂ式

（第２段階）
新崎Ⅰ式

新崎Ⅰ式 第Ⅴ様式

新崎Ⅱ式
第Ⅵ様式

円筒上層ｃ式
（第３段階）
新崎Ⅱ式 第Ⅶ様式

表３ 編年対応表（案）
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黒 曜 石 の
原 産 地 分 析

拠 点 集 落

が存在し、規格的に各器種が製作されたことが窺えると共に、組成の在り方や使用痕分析の結

果は活発な狩猟活動を意味するものであろう。

なお、石鏃６点が黒曜石製で、望月明彦氏（沼津工業高等専門学校）による原産地分析の結

果、在地羽黒産のものと信州方面のものが各３点であったことを付記しておきたい。

４ 遺跡の位置付け

山形県内において、縄文時代中期前葉の大木７式期が中心となる遺跡は非常に少ない。主体

ではないにしろ該期の遺物と共に北陸系の土器が散見できる遺跡として、日本海沿岸の庄内地

方で遊佐町吹浦遺跡（１）、八幡町八森遺跡（２）、酒田市飛島の船見沢遺跡（３）および蕨山

遺跡（４）、平田町山谷新田遺跡（５）、鶴岡市岡山遺跡（６）、羽黒町郷の浜Ｊ遺跡（７）、内

陸の最上・村山地方で最上町水木田遺跡（８）、舟形町西ノ前遺跡（９）、村山市落合遺跡（１０）、

尾花沢市原の内Ａ遺跡（１１）、県南の置賜地方では米沢市台ノ上遺跡（１２）、小国町谷地遺跡（１３）

などが挙げられる。これらの遺跡において大木式系以外の土器は「異系統土器」と見なされる

が、特に中期初頭では大木７ａ式の型式内容を把握し難いほど、周辺諸地域からの流入量が多

いと言える。ただし、流入する異系統土器は地域によってその量に差異が生じる。つまり、臨

海域の庄内地方では北陸の新保・新崎式が卓越するのに対し、内陸部の他地域では関東・中部

の五領ヶ台式が圧倒している。加えて北東北の円筒上層ａ・ｂ式が、ほぼ全域にかけて分布す

る状況である。このような異系統の土器が持ち込まれた遺跡は領域での中核となった拠点集落

と認識され、その周囲に形成される中小規模の部族集落に対し、求心的構造を持っていたとす

る阿部明彦氏の論考（阿部２００３）がある。すなわち、領域内に波及した異文化は最終的に拠点

集落へ集中したという考え方である。したがって、前述した遺跡等はこの中核集落と目され、

本遺跡も内容から考えてこれに含んでも何ら遜色ないと思われるが、在地において大木７ｂ式

が成立するまでの前期末葉から中期初頭段階は、周辺諸型式の流入が通有の現象であることを

考慮すれば、ごく普遍的な事例なのかもしれない。こうした「外来文化」の貫入を見る背景に

は、大木７ａ式段階では地域の主体性・独自性が未だ確立されていなかったことが起因すると

考えられている。

出土土器から推定できる編年的な位置付けは、在地における大木７ａ式後半段階から８ａ式

へ移行するまでの７ｂ式期が中心であり、円筒上層ａ式～ｃ式の伴出も矛盾はない。しかし、

量的主体を占めた北陸系型式は、いわゆる新崎式まで下らない範疇で捉えられる。これらの内

容から、中心となる時期はごく限られた一定期間と見なされるが、集落は衰退・縮小したその

後も７ｂ式末葉期までは存続したと推定している。

県内で新保・新崎系土器が一定量出土した遺跡として前掲した庄内地方の７遺跡が知られ、

特に離島飛島の２遺跡ではまとまった出土量を得ている。これらについての内容や県内におけ

る様相を述べるだけの余裕が紙面にないため、別稿を設けて検討したいと考えているが、概略

的には郷の浜Ｊ遺跡・船見沢遺跡で本遺跡例より一段階古相、蕨山遺跡が併行もしくは一段階

古相、山谷新田遺跡は併行もしくは一段階新相を示す型式内容と理解された。

新保・新崎式土器の分布は石川県能登半島と富山県を中心に、北は秋田県までの北陸・東北

地方日本海側、南は長野県諏訪湖地方や岐阜県益田川流域、西は滋賀県津市付近に及ぶことが

Ⅴ まとめ
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西野秀和ほか １９８３『鹿島町徳前Ｃ遺跡調査報告（Ⅳ）』石川県立埋蔵文化財センター
丹羽 茂 １９８８「中期大木土器様式」『縄文土器大観 中期Ⅱ』小学館

沼田啓太郎 １９７８「金沢市大桑町中平遺跡報告」『石川考古学研究会々誌』第１９号
樋口昇一・鈴木保彦・能登 健 １９８１「縄文中期の土器―関東・中部・北陸地方―」『縄文土器大成 第２巻中期』講談社

古川一明ほか １９８７「中ノ内Ａ遺跡」『中ノ内Ａ遺跡・本屋敷遺跡他』宮城県文化財調査報告書第１２１集 宮城
県教育委員会

南 久和 １９８５「北陸の縄文時代中期の編年について」「北陸の縄文中期前葉の編年に関する一試論」『北
陸の縄文時代中期の編年 他９編』転形書房

知られている（加藤１９８８）。本遺跡出土の「異系統土器」は大半が搬入品と推考され、石鏃の

石材に信州産の黒曜石が入り込んでいることからも立証されよう。

出土資料を整理するに当たって、徳前Ｃ遺跡出土土器の実見並びにご教示を賜った石川県埋

蔵文化財センターの西野秀和氏、石器実測の際に使用痕分析と黒曜石原産地分析の情報を提供

いただいた㈱アルカの角張淳一氏に対し、深甚の謝意を表したい。
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遺跡遠景

遺構検出状況

同 上

写真図版１



調査風景

同 上

遺構完掘状況

写真図版２



ＳＴ１竪穴住居跡

ＳＴ２竪穴住居跡

写真図版３



ＳＴ３竪穴住居跡

ＳＴ４竪穴住居跡

写真図版４



ＳＴ５竪穴住居跡

ＳＴ６竪穴住居跡

写真図版５



ＳＴ７（手前）・１３・１４（奥）竪穴住居跡

ＳＴ８竪穴住居跡

写真図版６



ＳＴ９竪穴住居跡

ＳＴ１０竪穴住居跡

写真図版７



ＳＴ１１竪穴住居跡

ＳＴ１１遺物出土状況 同 左

同 上 ＥＫ２６１住居内土坑

写真図版８



ＳＴ１２竪穴住居跡（床面検出）

ＳＴ１２竪穴住居跡（完掘）

写真図版９



ＥＬ１０１複式炉

写真図版１０



遺構完掘状況（北上空より）

同 上

写真図版１１



第１・２群土器

３３ ４４２２

１１

７７６６５５

１１１１９９８８ １１００

１１３３１１２２ １１４４

１１６６ １１７７１１５５

１１８８ １１９９ ２２００

写真図版１２



２１ ２２

２３

第２・３群土器
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２６ ２７

第３群土器

２２５５ ２２４４

写真図版１４



３９３０

第３群土器

３３１１２２８８
２２９９

３３４４
３３３３

３３２２

３３８８３３７７３３６６３３５５

写真図版１５



４０

４１

４３

４２

第４群土器

４４４４ ４４５５ ４４６６

４４７７ ４４８８ ４４９９ ５５００

写真図版１６



第５群土器

５５３３ ５５２２ ５５５５ ５５４４
５５７７

５５１１５５８８ ６６００

６６１１

６６７７５５９９ ６６５５ ６６６６

５５６６６６２２

６６３３

６６４４
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８３

第６群土器

６６９９

６６８８

７７３３ ８８１１７７１１７７６６ ７７４４７７２２

７７５５７７００ ８８００７７８８７７７７ ７７９９

８８６６８８５５８８２２ ８８４４

８８７７ ８８９９ ９９１１８８８８ ９９００

９９２２ ９９４４ ９９６６ ９９５５９９３３

写真図版１８



９７

１００

第６・７群土器
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９８

９９

第７群土器
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１０１

１０２ １０４

第７群土器

１１００６６１１００５５１１００３３

１１００７７
１１００８８１１００９９

１１１１２２
１１１１００ １１１１１１
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１１７

１２６

１２７

１２４

１２０

第８・９群土器

１１１１４４１１１１８８

１１１１３３

１１１１５５
１１１１６６
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１２８

１４２

１４１

第９・１０群土器

１１１１９９ １１２２１１
１１２２５５

１１２２３３ １１２２２２
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１３８ １３９

第１０群土器

１１３３２２１１２２９９ １１３３００
１１４４００１１３３３３

１１３３１１１１３３４４ １１３３５５

１１４４００１１３３７７ １１３３６６
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１４３ １４５

１４４ １４６

第１１群土器

１１５５３３

１１５５４４１１４４９９

写真図版２５



１４７

１５０

１５６

第１１・１２群土器

１１６６００
１１５５８８１１５５７７１１４４８８ １１５５９９

１１６６１１

１１５５２２
１１６６５５１１５５１１ １１６６４４１１６６３３１１６６２２

１１５５５５
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１７６ １７７

第１２群土器

１１６６９９１１６６７７ １１７７１１１１６６６６ １１６６８８

１１７７２２ １１７７５５１１７７３３ １１７７４４１１７７００

写真図版２７



石鏃・石錐・尖頭器・石匙・石篦

４４１１ ３３ ５５２２ ６６

１１１１１１００７７ ８８ ９９

１１２２ １１６６１１４４１１３３ １１５５

１１８８１１７７ １１９９
２２２２

２２１１２２００

２２４４２２３３

２２８８
２２５５ ２２６６ ２２７７ ２２９９
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掻器・削器・磨製石斧・有孔石製品

３３１１
３３４４ ３３５５ ３３７７

３３００ ３３３３

３３２２

３３６６

４４３３
４４１１４４００３３８８ ４４２２ ３３９９

４４５５４４４４
４４９９

４４８８ ４４７７
４４６６
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６６

磨石・棒状礫・石皿

６６３３
６６２２ ６６００

５５４４
５５８８

６６１１ ５５３３
６６７７５５６６

５５５５５５７７ ６６８８６６４４
５５９９

５５２２ ６６５５
５５００

５５１１
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有茎鏃　Ｎｏ.１５�
ソフトハンマーによる押圧剥離�
頁岩製�

凹基鏃　Ｎｏ.８�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
頁岩製�

凹基鏃　Ｎｏ.１０�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
頁岩製�

凹基鏃　Ｎｏ.１１�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
黒曜石（羽黒産）製�

凹基鏃　Ｎｏ.３�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
黒曜石（信州産）製�

凹基鏃　Ｎｏ.１�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
黒曜石（信州産）製�

円基鏃　Ｎｏ.１４�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
鉄石英製�

凹基鏃　Ｎｏ.１２�
やや堅いソフトハンマーによる�
押圧剥離�
黒曜石（羽黒産）製�

石鏃の低倍率観察（撮影：!アルカ）
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１�

１　刃部の光沢�
Ｓ＝１：２�

Ｓ＝１：２�

Ｎｏ.２２�

Ｎｏ.３０�

１�

１　Ｅ２タイプ光沢�

石匙・掻器の使用痕（撮影：!アルカ）
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１�

１　Ｄ２タイプ光沢�

１�
２�

３�

１　Ｄ２タイプ光沢� ２　Ｄ２タイプ光沢� ３　刃つぶし加工の縁辺�

Ｎｏ.４１�
Ｓ＝１：２�

Ｎｏ.３７�
Ｓ＝１：２�

削器の使用痕（撮影：!アルカ）
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コード
北 緯 東 経 調査期間

調査面積

（㎡）
調査原因

市町村 遺跡番号

にしむかいいせき

西向遺跡

やまがたけん

山形県
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大字中山
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